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本
稿
は
、
矢
野
環
・
岩
坪
健
・
福
田
智
子
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』

の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）、
お
よ
び

同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
二
）
1
桐
壺
香
〜
6
末
摘
花
香
」

（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
4
号
、二
〇
一
四
年
二
月
）、同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源

氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
三
）
7
紅
葉
賀
香
か
ら
12
須
磨
香
」（『
社
会
科
学
』
第

44
巻
第
1
号
、
二
〇
一
四
年
五
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の

紹
介（
四
）13
明
石
香
〜
18
松
風
香
」（『
社
会
科
学
』第
44
巻
第
2
号
、二
〇
一
四

年
八
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
五
）
19
薄
雲
香
〜

24
胡
蝶
香
」（『
社
会
科
学
』
第
44
巻
第
3
号
、二
〇
一
四
年
十
一
月
）、同
「
竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
六
）
25
蛍
香
〜
30
藤
袴
香
」（『
社
会
科

学
』
第
44
巻
第
4
号
、
二
〇
一
五
年
二
月
）
の
続
編
と
し
て
、
31
真
木
柱
香
か

ら
40
御
法
香
ま
で
の
十
の
組
香
の
う
ち
、
す
で
に
『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3

号
に
お
い
て
紹
介
し
た
梅
枝
香
・
若
菜
下
香
を
除
く
八
つ
の
組
香
の
翻
刻
と
考

察
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説
明
は『
社
会
科
学
』

第
43
巻
第
3
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
凡
例
お
よ
び
香
道
用
語
解
説
は
、

『
同
』
第
43
巻
第
4
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概

略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の

関
わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構

造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道
用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。

そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語
解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
43

巻
第
4
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
七
）

│  

31
真
木
柱
香
〜
40
御
法
香  

│

矢　

野　
　
　

環

岩　

坪　
　
　

健

福　

田　

智　

子
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31　

真
木
柱
香

【
翻
刻
】

 
　

△
真
木
柱
香

 
い
ま
は
と
て
宿
か
れ
ぬ
と
も
な
れ
き
つ
る

 

　

ま
き
の
は
し
ら
は
我
を
わ
す
る
な

一　

試
な
し
。

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
べ
し
。

一　

一
二
三
の
香
、
各
五
包
充
、
都
合
十
五
包
打
交
て
、
三
包
充
結
合
五

組
と
し
、
其
内
一
組
除
け
、
残
四
組
十
二

包
也

出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙

を
開
く
べ
し
。

一　

出
香
十
二
包
を
三
炷
聞
に
四
次
聞
て
、
後
に
同
香
別
香
の
續
を
聞
分

た
る
」
一
三
オ
通
り
に
、
其
名
目
を
認
出
す
べ
し
。
三
種
香
系
圖
香
な

と
の
例
に
等
し
。

 

　
　

◯
（
朱
）
三
炷
組
名
目
認
様
左
の
ご
と
し
。

 

　

三
炷
共
に
別
香
と
聞
ば　
　

も
の
ゝ
け
と
書

 

　

三
炷
共
に
同
香
と
聞
ば　
　

火
と
り
の
灰
と
書

 

（
一
炷
目

二
炷
目

同
香
と
聞
ば　
　
　
　
　

ひ
け
黒
と
書

 

（
一
炷
目

三
炷
目

同
香
と
聞
ば　
　
　
　
　

大
姫
君
と
書

 

（
二
炷
目

三
炷
目

同
香
と
聞
ば　
　
　
　
　

槙
柱
の
君
と
書

一　

記
録
点
は
何
人
に
て
も
一
点
充
也
。
認
様
末
に
出
す
。」
一
三
ウ

 

　
　

真
木
柱
香
記　

二
二
三
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」
一
四
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　

 　

　
　
　
　
　
　
　
　

5　

1　

4

　
　

二　
　
　

5
＝
×
―
×
＝
×

　
　
　
　
　
　
　
　

3　

3　

3

　
　

三　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
三
種
類
の
香
を
用
い
る
。
試
香
は
な

い
。
三
種
類
の
香
を
五
包
ず
つ
、
計
十
五
包
を
用
意
し
、
ま
ず
、
そ
れ
ら

を
交
ぜ
て
、
三
包
ず
つ
五
組
に
分
け
る
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
一
組
を
除
き
、

残
り
四
組
、
十
二
包
を
出
香
す
る
。
三
炷
聞
き
を
四
回
繰
り
返
し
、
三
炷

ご
と
に
、
答
え
を
名
乗
紙
に
書
く
。

答
え
に
は
、
聞
き
の
名
目
を
用
い
る
。
三
炷
の
う
ち
、
す
べ
て
が
別
香

の
場
合
は
「
も
の
ゝ
け
」、す
べ
て
が
同
香
の
場
合
は
「
火
と
り
の
灰
」
と

記
し
、
以
下
、
同
香
が
一
・
二
炷
目
で
は
「
ひ
け
黒
」、
一
・
三
炷
目
で
は

「
大
姫
君
」、
二
・
三
炷
目
で
は
「
槙
柱
の
君
」
と
答
え
る
。
正
答
は
、
本
香

を
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
披
露
す
る
。

な
お
、
竹
幽
本
に
当
該
組
香
の
類
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
三
種

香
」「
系
図
香
」
は
、
三
、四
種
類
の
香
を
試
香
な
し
で
聞
き
、
提
示
さ
れ

た
聞
き
の
名
目
に
よ
っ
て
名
乗
紙
で
答
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
『
香
道
蘭
之
園
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*
*

*

*

*
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記
録
点
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
り
な
く
、
一
炷
聞
き
当
て
る
ご

と
に
一
点
ず
つ
加
え
る
。
た
と
え
ば
、正
答
が
「
火
と
り
の
灰
」（
す
べ
て

同
香
）
の
時
に
、「
ひ
け
黒
」「
大
姫
君
」「
槙
柱
の
君
」（
三
炷
の
う
ち
二

炷
が
同
香
）
と
答
え
た
場
合
は
、
同
香
二
炷
を
聞
き
当
て
た
と
見
て
、
二

点
加
点
す
る
。
ま
た
、
正
答
が
「
も
の
ゝ
け
」（
す
べ
て
別
香
）
の
時
に
、

「
ひ
け
黒
」
以
下
の
二
炷
同
香
の
名
目
を
答
え
た
場
合
は
、別
香
を
一
炷
だ

け
聞
き
当
て
た
と
見
て
、
一
点
を
与
え
る
。
さ
ら
に
、
正
答
が
「
ひ
け
黒
」

「
大
姫
君
」「
槙
柱
の
君
」
の
時
、
す
べ
て
別
香
の
「
も
の
ゝ
け
」
と
答
え

る
と
、
別
香
一
炷
を
聞
き
当
て
た
と
し
て
一
点
、「
火
と
り
の
灰
」
に
は
、

同
香
二
炷
を
聞
き
当
て
た
と
し
て
二
点
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。な
お
、正

答
が
そ
れ
ぞ
れ
「
ひ
け
黒
」「
大
姫
君
」「
槙
柱
の
君
」
で
あ
っ
た
場
合
に
、

こ
れ
ら
三
つ
の
う
ち
の
別
の
名
目
で
答
え
た
時
は
、
同
香
の
対
と
別
香
一

炷
を
す
べ
て
聞
き
誤
っ
た
こ
と
に
な
る
た
め
、
得
点
は
な
い
。

蘭
之
園
本
で
は
、
三
種
類
五
包
ず
つ
全
十
五
包
を
用
意
し
、
三
炷
聞
き

に
す
る
点
や
、
聞
き
の
名
目
は
竹
幽
本
と
同
じ
だ
が
、
十
五
包
す
べ
て
を

出
香
と
す
る
と
こ
ろ
に
差
異
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
最
後
の
一

組
三
包
に
ど
の
香
が
残
っ
た
か
は
、
そ
れ
ま
で
聞
き
分
け
た
香
に
よ
っ
て

一
意
に
定
ま
る
が
、
竹
幽
本
で
は
、
そ
の
組
を
排
除
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

前
述
の
と
お
り
、
竹
幽
本
の
聞
き
の
名
目
（「
も
の
ゝ
け
」「
火
と
り
の

灰
」「
ひ
け
黒
」「
大
姫
君
」「
槙
柱
の
君
」）
は
、
す
べ
て
蘭
之
園
本
に
も

使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
も
の
ゝ
け
」
と
「
火
と
り
の
灰
」
は
『
源

氏
小
鏡
』
の
寄
合
に
も
見
ら
れ
る
。「
大
姫
君
」
に
つ
い
て
は
、尾
崎
左
永

子
氏
・
薫
遊
舎
校
注
『
香
道
蘭
之
園
』（
増
補
改
訂
版
、
二
〇
一
三
年
五
月
、

淡
交
社
）
に
、「
こ
の
語
は
こ
の
巻
に
は
出
て
こ
な
い
。
貴
人
の
長
女
、
姫

君
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
式
部
卿
宮
の
娘
、
髭
黒
の
正
妻
を
さ
す
か
。」
と

注
さ
れ
て
い
る
が
、『
源
氏
小
鏡
』
に
、「
も
と
の
き
た
の
か
た
は
、（
中

略
）
し
き
ふ
き
や
う
の
み
や
の
大
ひ
め
き
み
に
て
」（
傍
線
筆
者
）
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
鬚
黒
大
将
の
正
妻
を
指
す
と
見
て
よ
い

だ
ろ
う
。

ま
た
、「
ひ
け
黒
」「
槙
柱
の
君
」
も
、『
源
氏
小
鏡
』
に
出
て
く
る
。
前

者
は
、
物
語
の
一
節
「
色
黒
く
鬚
が
ち
に
見
え
て
」（
行
幸
巻
、
③
二
九
二

頁
）
に
よ
る
慣
用
の
呼
称
で
あ
り
、後
者
は
、巻
名
歌
「
今
は
と
て
宿
離か

れ

ぬ
と
も
馴
れ
き
つ
る
真
木
の
柱
は
わ
れ
を
忘
る
な
」（
③
三
七
三
頁
）
に
よ

り
、
後
に
「
真
木
柱
の
姫
君
」（
若
菜
下
巻
④
一
五
九
頁
、
竹
河
巻
⑤
八
九

頁
）
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

名
目
を
用
い
て
当
巻
の
あ
ら
す
じ
を
記
す
と
、以
下
の
よ
う
に
な
る（
な

お
、
名
目
に
は
傍
線
を
付
す
）。
ひ
げ
く
ろ
の
正
妻
で
あ
る
大
姫
君
は
、
物

の
怪
に
よ
り
病
み
や
つ
れ
、
夫
婦
仲
は
冷
え
て
い
た
。
光
源
氏
が
養
女
に

し
た
玉
鬘
に
は
多
く
の
貴
公
子
が
求
婚
し
た
が
、
女
房
の
手
引
き
で
鬚
黒

大
将
と
結
ば
れ
た
。
あ
る
夜
、
鬚
黒
が
玉
鬘
の
も
と
に
出
か
け
よ
う
と
し

て
、
薫
物
の
香
り
を
焚
き
染
め
て
い
た
と
き
、
大
姫
君
は
火
取
（
香
炉
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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を
手
に
し
て
火
取
の
灰
を
夫
に
浴
び
せ
た
。
そ
れ
以
来
、
鬚
黒
は
正
妻
の

も
と
に
寄
り
つ
か
な
く
な
り
、
大
姫
君
は
娘
の
真
木
柱
の
君
を
連
れ
て
実

家
に
戻
る
こ
と
に
し
た
。
真
木
柱
の
君
は
、
い
つ
も
寄
り
か
か
っ
て
い
た

お
気
に
入
り
の
柱
と
離
れ
る
の
が
つ
ら
く
て
、
巻
名
歌
（
③
三
七
三
頁
）

を
詠
ん
だ
。

32　

梅
枝
香
（  

十
四
丁
裏
〜
十
八
丁
表
。

 

『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
参
照
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　

 　

　
　
　
　
　
　

コ　

　
　

二　
　
　

3　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　

12　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ウ　
　
　

3　

33　

藤
裏
葉
香

【
翻
刻
】

 

　

△
藤
裏
葉
香

 

春
日
さ
す
藤
の
う
ら
葉
の
う
ら
と
け
て

 

　

君
し
お
も
は
ゝ
わ
れ
も
た
の
ま
ん

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
の
香
三
包
充
、藤
裏
葉
香
五
包
客
香
な
り

、
都
合
十
一
包
出
香
と
し
、
皆

焚
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
除
香
二
包
有
故
に

焚
香
は
九
包
也

。

一　

一
二
の
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
藤
裏
葉
は
客
故
試
な
し
。」
一
八

ウ

一　

出
香
十
一
包
打
交
、
其
内
三
包
除
け
、
残
八
包
二
包
充
組
合
て
四
結

と
し
、
二
炷
聞
に
焚
出
す
べ
し
。

一　

除
た
る
三
包
の
内
よ
り
一
包
取
て
、
致チ
シ
ノ
ヲ
ト
ヾ

仕
大
臣
と
名
付
て
初
に
一
炷

聞
に
焚
出
也
除
た
る
二

包
は
不
用

。
記
録
は
香
本
に
致チ

シ
ノ
ヲ
ト
ヾ

仕
大
臣
と
朱
に
て
認
る
。
中

り
た
る
を
聟
と
記
す
。
不
中
は
札
銘
の
数
を
書
べ
し
。

一　

札
は
藤
裏
葉
の
香
に
三
の
札
三
枚
と
ウ
札
二
枚
打
べ
し
。」
一
九
オ

一　

香
組
合
の
名
目
、
左
の
ご
と
く
認
べ
し
。

 

　

一
一
（
朱
）　

幼タ
ヲ
ヤ
メ婦　

　
　
　
　

二
二
（
朱
）　

管
絃

 

　

一
二
（
朱
）　

藤
の
花　
　
　
　

二
一
（
朱
）　

春
の
名
残

 

　

一
ウ
（
朱
）　

夕
霧ギ

リ　
　
　
　
　

ウ
一
（
朱
）　

袖
の
雫

シ
ヅ
ク

 

　

二
ウ
（
朱
）　

雲
井
鳫　
　
　
　

ウ
二
（
朱
）　

関
の
荒
垣

 

　

ウ
ウ
（
朱
）　

緑
の
袖

一　

記
録
点
は
、
聟
中
り
独
聞
七
点
、
二
人
六
点
、
三
人
五
点
、
四
人
」

一
九
ウ
四
点
、
五
人
よ
り
三
点
充
也
。
不
聞
は
独
外
星
五
つ
、
二
人
星

四
つ
三
人
星
三
つ
、
四
人
星
二
つ
、
五
人
よ
り
星
一
つ
充
附
る
べ
し
。

二
炷
聞
は
客
香
独
聞
三
点
、二
人
よ
り
二
点
充
、地
香
独
聞
二
点
、二

人
よ
り
一
点
充
也
。
不
聞
に
星
な
し
。
二
炷
の
内
、
一
炷
も
不
中
は

香
銘
を
記
へ
し
。
聞
の
下
に
点
星
を
消
合
て
認
る
也
。
書
様
左
に
記

す
。」
二
〇
オ

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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藤
裏
葉
香
記　

一
二
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」
二
〇
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　
　

コ 　

　
　
　
　
　
　
　
　

3　

　
　

二　
　
　
　
　
　
　
　
　

11 

― 

2
＝
1
＋
2
×
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

藤
裏
葉　
　
　

5　
　
　
　

本
香
と
し
て
、
地
香
「
一
」「
二
」
を
各
三
包
、
客
香
「
藤
裏
葉
」
を
五

包
、全
部
で
十
一
包
を
用
意
す
る
。
試
香
が
あ
る
の
は
「
一
」「
二
」
の
香

の
み
で
あ
る
。「
藤
裏
葉
」
は
客
香
の
た
め
、
試
香
は
な
い
。

ま
ず
、
全
十
一
包
か
ら
三
包
を
除
き
、
残
り
の
八
包
を
二
包
ず
つ
四
組

に
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
除
い
た
三
包
の
中
の
一
包
を
「
致
仕
大
臣
」
と
称

し
、
一
炷
目
に
こ
の
香
を
焚
く
。
残
り
の
二
包
は
用
い
ず
、
続
い
て
先
の

四
組
を
二
炷
聞
き
に
す
る
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。「
一
」「
二
」
の
香
、
各
三
炷
に
は
、

そ
の
ま
ま
「
一
」「
二
」
の
札
、
各
三
枚
を
用
い
れ
ば
よ
い
が
、「
藤
裏
葉
」

の
香
は
、
五
炷
出
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、「
三
」
の
札
三
枚
と
「
ウ
」
の

札
二
枚
を
打
つ
。

記
録
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
一
炷
目
は
、
香
本
（
正
答
を
書
く
場

所
の
こ
と
。
た
だ
し
、
現
行
の
御
家
流
・
志
野
流
で
は
、
こ
の
よ
う
な
記

録
の
し
か
た
は
し
な
い
。）
に
「
致
仕
大
臣
」
と
朱
書
き
す
る
。
そ
し
て
、

聞
き
当
て
た
場
合
は
、「
聟
」
と
記
す
。
聞
き
外
し
た
場
合
は
、
札
銘
（
一
、

二
、三
、
ウ
）
を
そ
の
ま
ま
記
す
。
ま
た
、
二
炷
聞
き
に
は
、
聞
き
の
名
目

を
記
す
（
翻
字
参
照
）
が
、
二
炷
の
う
ち
、
す
べ
て
聞
き
外
し
た
場
合
は
、

香
銘
（
一
、二
、三
、
ウ
）
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

記
録
点
は
、
一
炷
目
の
「
聟
」
を
聞
き
当
て
る
と
、
独
り
聞
き
で
は
七

点
、
二
人
聞
き
で
は
六
点
、
そ
れ
以
下
は
、
四
人
ま
で
一
点
ず
つ
減
り
、
五

人
か
ら
は
三
点
で
あ
る
。
聞
き
外
し
た
場
合
は
、
独
り
で
は
星
五
つ
、
二

人
で
は
四
つ
、
そ
れ
以
下
は
、
四
人
ま
で
星
が
一
つ
ず
つ
減
り
、
五
人
か

ら
は
星
一
つ
と
な
る
。
二
炷
聞
き
の
場
合
は
、
客
香
「
藤
裏
葉
」
が
一
炷

で
も
入
っ
て
い
た
時
は
、
独
り
聞
き
三
点
、
二
人
か
ら
は
各
二
点
で
あ
る
。

一
方
、
地
香
の
独
り
聞
き
は
二
点
、
二
人
か
ら
は
各
一
点
で
あ
る
が
、
聞

き
外
し
た
時
も
、
星
は
付
か
な
い
。
以
上
の
点
と
星
を
相
殺
し
た
点
数
を

記
録
に
記
す
。

蘭
之
園
本
で
は
、「
一
」「
二
」
の
香
（
試
香
あ
り
）
と
「
ウ
」
の
香
（
試

香
な
し
）
を
各
三
包
、
計
九
包
用
意
す
る
。
竹
幽
本
が
、
客
香
を
「
藤
裏

葉
」
と
称
し
、
五
包
用
意
す
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
（「
藤
裏
葉
」
は
、
蘭

之
園
本
で
は
聞
き
の
名
目
の
ひ
と
つ
〈
後
述
〉）。
ま
た
、
最
初
の
香
を
一

炷
聞
き
に
し
、聞
き
当
て
た
時
に
「
聟
」
と
記
す
の
は
同
じ
で
あ
る
が
、そ

の
一
炷
を
、
記
録
に
「
致
仕
大
臣
」
と
書
く
の
は
、
竹
幽
本
だ
け
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
蘭
之
園
本
の
名
目
の
中
に
、「
初
香
一
炷　

む
こ　

致
仕
大

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

*

*

*

*

*

*

*

*
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臣
」
と
あ
る
の
で
、
竹
幽
本
は
お
そ
ら
く
こ
れ
に
発
想
を
得
た
の
で
あ
ろ

う
。
蘭
之
園
本
に
列
挙
さ
れ
る
八
つ
の
名
目
の
う
ち
、「
管
絃
」「
藤
の
は

な
」「
夕
ぎ
り
」「
雲
井
の
雁
」「
み
ど
り
の
袖
」「
む
こ
」
の
六
つ
は
、
竹

幽
本
も
継
承
し
て
い
る
が
、「
紅
梅
大
臣
」「
藤
の
う
ら
ば
」
の
二
つ
は
採

ら
ず
（
こ
の
う
ち
「
藤
の
う
ら
ば
」
は
、
竹
幽
本
で
は
客
香
の
名
目
〈
前

述
〉）、代
わ
り
に
「
幼
婦
」「
春
の
名
残
」「
袖
の
雫
」「
関
の
荒
垣
」
の
四

つ
を
追
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
記
録
点
に
つ
い
て
も
、
蘭
之
園
本
で
は
、

「
聟
」
の
得
点
を
二
点
と
し
、
ま
た
、「
ウ
」
の
得
点
を
、
聞
き
当
て
た
人

数
に
関
わ
ら
ず
二
点
と
す
る
と
い
う
指
示
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
竹
幽

本
は
、「
聟
」
の
当
た
り
点
を
極
端
に
高
く
し
、
二
炷
聞
き
の
時
に
も
、
客

香
・
地
香
の
区
別
や
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
よ
る
点
数
に
差
を
設
け
、
さ

ら
に
、
組
香
全
体
に
つ
い
て
星
を
付
け
る
と
い
っ
た
趣
向
が
見
ら
れ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

前
述
の
と
お
り
、
竹
幽
本
は
、
蘭
之
園
本
に
あ
る
聞
き
の
名
目
の
う
ち
、

「
紅
梅
大
臣
」
と
「
藤
の
う
ら
ば
」
を
採
っ
て
い
な
い
。
後
者
は
客
香
の
名

目
に
改
め
て
用
い
て
い
る
が
、
前
者
は
、
他
の
名
目
と
差
し
替
え
ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、「
紅
梅
大
臣
」
が
当
巻
で
は
ま
だ
少

将
で
あ
る
点
に
起
因
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
本
組
香
で
は
、
少
将
の
父
の

呼
称
「
致
仕
大
臣
」
も
名
目
と
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
息
子

の
少
将
を
、
後
の
呼
称
「
紅
梅
大
臣
」
と
す
る
の
は
、
当
該
場
面
に
そ
ぐ

わ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
方
、蘭
之
園
本
に
な
く
竹
幽
本
に
あ
る
四
つ
の
名
目
「
幼
婦
」「
春
の

名
残
」「
袖
の
雫
」「
関
の
荒
垣
」
は
、
い
ず
れ
も
『
源
氏
小
鏡
』
に
は
見

当
た
ら
ず
、
す
べ
て
物
語
中
の
和
歌
に
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
点
に
注
意
し

て
お
き
た
い
。
以
下
、
名
目
を
用
い
て
あ
ら
す
じ
を
記
す
。

光
源
氏
の
息
子
で
あ
る
夕
霧
と
、
致
仕
大
臣
の
娘
で
あ
る
雲
井
雁
は
幼

な
じ
み
で
あ
っ
た
が
、娘
を
入
内
さ
せ
る
と
い
う
父
親
の
意
図
に
よ
り
、二

人
の
仲
は
引
き
裂
か
れ
た
。
当
時
の
夕
霧
は
ま
だ
緑
の
袖
（
六
位
の
者
が

着
る
衣
の
色
）
で
、
つ
ら
い
仕
打
ち
に
嘆
く
し
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
六
年
が
過
ぎ
、
夕
霧
は
中
納
言
（
従
三
位
に
相
当
）
に
ま
で

昇
進
し
た
。
雲
井
雁
の
入
内
は
実
現
で
き
ず
、
ま
た
夕
霧
と
宮
家
と
の
縁

談
が
噂
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
致
仕
大
臣
は
譲
歩
し
て
、
夕
霧
を
聟
と

し
て
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
大
臣
邸
の
藤
の
花
（
③
四
三
四
頁
）
が
咲
き

誇
る
頃
、
管
絃
の
宴
を
設
け
、
次
の
和
歌
を
夕
霧
に
送
り
招
待
し
た
。

わ
が
宿
の
藤
の
色
こ
き
黄
昏
に
尋
ね
や
は
来
ぬ
春
の
名
残
を

 

（
③
四
三
四
頁
）

宴
が
始
ま
る
と
致
仕
大
臣
は
酔
っ
た
振
り
を
し
て
、「
藤
の
裏
葉
の
」（
巻

名
歌
の
第
二
句
。
四
三
八
頁
）
を
口
ず
さ
み
、
結
婚
を
許
可
す
る
意
思
を

暗
に
示
し
た
。
ま
た
雲
井
雁
の
兄
弟
も
次
の
和
歌
を
夕
霧
に
詠
み
、
新
郎

新
婦
を
祝
福
し
た
。
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た
を
や
め
の
袖
に
ま
が
へ
る
藤
の
花
見
る
人
か
ら
や
色
も
ま
さ
ら
む

 

（
③
四
三
九
頁
）

夕
霧
と
再
会
し
た
雲
井
雁
は
、

浅
き
名
を
言
ひ
流
し
け
る
河
口
は
い
か
が
漏
ら
し
し
関
の
荒
垣

 

（
③
四
四
一
頁
）

と
詠
み
、
浅
は
か
な
噂
を
流
し
た
夕
霧
に
す
ね
て
み
せ
た
。

そ
の
翌
朝
、
後
朝
の
文
で
新
郎
は
新
婦
に
次
の
和
歌
を
送
り
、
今
ま
で

は
涙
の
雫
に
ぬ
れ
た
袖
を
こ
っ
そ
り
絞
っ
て
い
た
が
、
今
は
結
婚
し
た
の

で
絞
ら
ず
に
い
る
の
を
咎
め
な
い
で
ほ
し
い
、
と
詠
み
か
け
た
。

咎
む
な
よ
忍
び
に
絞
る
手
も
た
ゆ
み
今
日
あ
ら
は
る
る
袖
の
雫
を

 

（
③
四
四
二
頁
）

34　

若
菜
上
香

【
翻
刻
】

 

　

△
若
菜
上
香

 

こ
ま
つ
は
ら
す
ゑ
の
よ
は
ひ
に
ひ
か
れ
て
や

 

　

野
邊
の
わ
か
な
も
と
し
を
つ
む
へ
き

 

此
組
は
蹴
鞠
香
の
俤
に
て
秘
傳
多
し
。
口
授
す
べ
し
。

一　

三
炷
開
也
。
二
人
充
組
合
聞
べ
し
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
客
の
香
、
各
三
包
充
、
已
上
十
二
包
の
内
、
二
包
捨
香
」
二
一

オ
と
し
、
残
り
十
包
を
三
包
充
三
結

一
包
と
都
合
四
度
に
焚
出
す
也

地
香
外
に
拵
へ

試
に
出
す　

。

 

　
　

初
三
包
序
と

い
ふ　
　

中
三
包
破
と

い
ふ　
　

後
三
包
急
と

い
ふ

 

　
　

末
一
包
沓
渡
と

い

ふ

 

三
炷
開
三
度
濟
て
、沓
渡
の
一
炷
を
名
残
に
聞
な
り
沓
渡
の
一
炷
は
秘
事
有

故
に
爰
に
述
か
た
し

。
沓

渡
独
聞
、
人
形
三
間
進
む
。
二
人
よ
り
二
間
也
。

一　

客
地
香
の
差
別
な
く
鞠
人
形
双
方
持
の
時
は
、
互
に
進
退
」
二
一
ウ
な

し
。一
方
一
炷
聞

一
方
二
炷
聞

は
、
二
炷
聞
の
方
一
間
進
む
也
。
二
炷
聞
三
炷
聞
と
も
に

中
り
双
方
對
様
な
れ
は
互
に
進
退
な
し
独
聞
の　

沙
汰
な
し　
鞠
人
形
向
ふ
の
樹
を
越
は
勝
也　
　

鞠
人
形
の
勝
負
に
て
は
盤
は
終
ら
ず

。

一　

破
の
香
一
方
三
炷
共
に
聞
、一
方
不
中
は
腰
の
扇
を
相
手
へ
渡
す
。又

客
中
り
に
も
一
方
中
ら
ね
ば
渡
す
也
。

一　

鞠
一
足
両
方
の
真
中
に
置
也
鞠
人
形
の
一
の
勝
た
る
方
の
樹
に
掛
る
べ
し
。
二
組
以
上

一
同
に
勝
た
る
に
は
其
沙
汰
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

。」
二
二
オ

一　

女
三
の
人
形
進
は
、
一
組
両
人
の
内
に
て
一
人
中
り
た
る
は
進
退
な

し
。
一
組
の
両
人
な
が
ら
中
れ
ば
二
間
す
ゝ
む
。
又
二
人
と
も
に
あ

た
ら
ざ
る
時
は
、
一
間
退
く
。
人
形
向
ふ
の
翠
簾
の
内
に
入
る
と
女

三
の
方
勝
と
し
て
、
夫
限
り
に
終
る
也
人
形
翠
簾
に
入
る
と

み
す
を
落
す
べ
し

。
沓
渡
聞
た
り
と
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も
進
退
な
し
。

一　

記
録
は
中
り
斗
を
記
す
。
認
様
左
の
ご
と
し
。」
二
二
ウ

 
　

若
菜
上
香
記　

一
三
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」
二
三
オ

　

若
菜
上
香
立
物
圖

 

　
　
〔
図
〕」
二
三
ウ

 

　
　
〔
図
〕」
二
四
オ

 

　
　
〔
図
〕」
二
四
ウ

　

同
盤
之
圖　

竪
溝
三
筋　

横
界
十
六
間

 

　
　
〔
図
〕」
二
五
オ

《
秘
記
》（
竹
幽
本
は
、
花
・
月
・
秘
記
の
三
冊
と
香
包
銘
書
か
ら
成
る
。
詳

し
く
は
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
43

巻
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
））
参
照
。）

 

　

若
菜
上
香

一　

翠
簾
の
長
さ
は
見
合
に
し
て
女
三
宮
人
形
の
隠
る
ゝ
程
に
す
べ
し
。

盤
に
翠
簾
立
の
穴
も
、
翠
簾
の
恰
合
に
應
し
、
二
目
に
明
る
べ
し
。

一　

四
本
の
樹
并
人
形
配
事

 

　
　
〔
図
〕」
三
オ

 

　
　

 

四
本
樹　
　

三
間
目
の
畔
に
立
る

 

如
圖 

人
形　
　
　

三
間
目
の
溝
に
置
人
形
の
列
番

付
圖
に
記
す

 

　
　

 

女
三
人
形　
軒
方
の
一
間
目

の
溝
に
置
く

一　

扇
の
指
様
、
蹴
鞠
香
同
然
。

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　

 　

　
　
　
　
　
　

コ　

　
　

二　
　
　

3　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　

12 

― 

2
＝
3
×
3
＋
1　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ウ　
　
　

3　

本
組
香
は
、
蹴
鞠
香
を
も
と
に
し
た
盤
物
で
あ
り
、
秘
伝
が
多
い
。
そ

こ
で
、
口
授
（
直
接
口
で
言
っ
て
伝
え
る
こ
と
）
に
よ
る
教
授
法
を
採
る

べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
別
冊
『
秘
記
』
に
も
記
述
が
あ
る
。

本
香
に
は
、地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
と
、客
香
を
三
包
ず
つ
、計
十
二

包
を
用
意
す
る
。
試
香
は
、
地
香
の
み
別
に
用
意
し
て
本
香
の
前
に
焚
く
。

本
香
十
二
包
の
う
ち
二
包
を
除
き
（
捨
香
）、残
り
十
包
を
三
包
ず
つ
三
組

と
一
包
に
分
け
、
三
炷
開
き
で
三
度
と
一
炷
開
き
で
一
度
、
焚
き
出
す
。

初
の
三
包
を
「
序
」、
中
の
三
包
を
「
破
」、
後
の
三
包
を
「
急
」、
末
の

一
包
を
「
沓
渡
」
と
呼
ぶ
。
三
炷
開
を
三
度
行
っ
て
か
ら
、
最
後
の
一
炷

を
聞
く
。

「
沓
渡
」
に
は
秘
事
が
あ
り
、こ
こ
で
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

*

*

*
*
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が
、そ
の
内
容
は
『
秘
記
』
に
も
記
さ
れ
な
い
。『
香
道
蘭
之
園
』
三
巻
所

収
「
蹴
鞠
香
」
に
お
い
て
は
、「
沓
渡
」
に
つ
い
て
、「
沓
直
し
と
云
説
あ

り
。
は
な
は
だ
あ
や
ま
り
也
。」、「
沓
渡
し
は
最
初
の
物
な
れ
ば
、
は
じ

め
に
あ
る
べ
き
物
な
れ
共
、
そ
れ
に
て
は
興
う
す
き
に
よ
り
て
十
炷
目
へ

お
く
る
也
。」、「
沓
渡
し
は
う
ぐ
ひ
す
に
さ
す
べ
か
ら
ず
。」
と
い
っ
た
言

及
が
あ
る
。

連
中
は
二
人
ず
つ
の
組
を
作
り
、
女
三
の
宮
人
形
一
体
と
鞠
装
束
人
形

（
記
録
に
は
「
公
家
」
と
記
載
さ
れ
る
）
四
体
、
計
五
体
の
人
形
に
付
く
。

女
三
の
宮
人
形
の
脇
に
は
、
唐
猫
一
匹
を
置
き
、
猫
を
つ
な
い
だ
綱
を
人

形
に
持
た
せ
る
。
ま
た
、
鞠
装
束
人
形
の
腰
に
は
、
扇
を
差
す
。
盤
上
に

は
、
こ
れ
ら
の
人
形
と
と
も
に
、
松
・
柳
・
桜
・
楓
の
木
、
各
一
本
と
、
翠

簾
二
つ
を
配
置
す
る
が
、
詳
細
は
口
伝
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
内
容
は
、別
冊
『
秘
記
』
に
、次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、翠
簾
は
、女
三
の
宮
の
人
形
が
隠
れ
る
く
ら
い
の
長
さ
に
し
、盤

上
に
立
て
る
穴
も
、
御
簾
の
様
子
に
合
わ
せ
、
二
間
目
に
開
け
る
。
ま
た
、

四
本
の
木
は
三
間
目
の
縁
に
立
て
、
鞠
装
束
人
形
は
三
間
目
の
溝
に
置
き
、

女
三
の
宮
の
人
形
は
、
軒
方
の
一
間
目
の
溝
に
置
く
こ
と
が
図
示
さ
れ
る
。

扇
の
差
し
方
は
、
蹴
鞠
香
に
同
じ
と
い
う
が
、『
香
道
蘭
之
園
』
三
巻
所
収

「
蹴
鞠
香
」
に
記
さ
れ
る
、「
人
形
扇
を
さ
す
事
。
右
に
さ
す
を
笛
さ
し
と

い
ふ
。
う
し
ろ
に
さ
す
を
や
な
ぐ
ひ
さ
し
と
い
ふ
。」と
い
う
内
容
を
指
す

と
推
察
さ
れ
る
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
打
つ
。
女
三
の
宮
人
形
と
鞠
装
束
人
形
と
で

は
、
人
形
の
進
め
方
が
異
な
る
。
ま
ず
、
女
三
の
宮
の
人
形
は
、
一
組
中
、

ふ
た
り
と
も
聞
き
当
て
た
場
合
は
二
間
進
み
、
ひ
と
り
の
場
合
は
進
退
な

く
、
ふ
た
り
と
も
聞
き
外
し
た
場
合
は
一
間
退
く
。

一
方
、
鞠
装
束
人
形
は
、
三
炷
聞
き
の
場
合
、
客
香
・
地
香
の
区
別
や
、

独
り
聞
き
の
場
合
の
優
遇
は
な
く
、
一
組
の
聞
き
当
て
た
数
の
合
計
に
よ

り
人
形
の
進
退
を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
聞
き
当
て
た
数
が
、
他
の
鞠
装

束
人
形
の
組
と
同
じ
で
あ
る
場
合
は
、
お
互
い
に
進
退
は
な
い
が
、
聞
き

当
て
た
数
に
多
寡
の
あ
る
場
合
は
、
多
く
聞
き
当
て
た
方
が
、
少
な
い
方

の
数
を
引
い
た
分
だ
け
、人
形
を
進
め
る
。
た
と
え
ば
、一
方
が
一
炷
、も

う
一
方
が
二
炷
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
二
炷
聞
き
当
て
た
方
が
一
間
進
め

る
が
、
た
と
え
二
炷
、
三
炷
を
聞
き
当
て
た
と
し
て
も
、
双
方
同
じ
数
で

あ
れ
ば
、
人
形
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
、
一
方
が
「
破
」
の

香
を
三
炷
と
も
に
聞
き
当
て
、
も
う
一
方
が
す
べ
て
を
聞
き
外
し
た
場
合

は
、聞
き
外
し
た
方
の
鞠
装
束
人
形
の
腰
の
扇
を
相
手
に
渡
す
。
ま
た
、一

方
が
客
香
を
聞
き
当
て
、
も
う
一
方
が
聞
き
外
し
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
最
後
の
一
炷
「
沓
渡
」
は
、
独
り
聞
き
で
人
形
を
三
間
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
二
人
以
上
で
は
二
間
で
あ
る
。

勝
負
は
、
人
形
が
向
か
い
側
の
木
、
あ
る
い
は
翠
簾
に
達
す
る
こ
と
で

決
す
る
。
す
な
わ
ち
、
鞠
装
束
人
形
は
向
か
い
の
木
を
越
え
る
と
勝
と
な

り
、
盤
の
中
央
に
置
い
て
お
い
た
鞠
一
つ
を
、
最
初
に
勝
っ
た
方
の
木
に

（
4
）

（
5
）

（
6
）

*
*

*
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掛
け
る
。
二
組
以
上
が
同
時
に
勝
っ
た
場
合
は
ど
こ
に
も
掛
け
な
い
。
な

お
、こ
の
鞠
装
束
人
形
の
勝
負
が
決
し
て
も
、盤
の
勝
負
は
継
続
す
る
。
一

方
、
女
三
の
宮
の
人
形
は
、
向
か
い
側
の
翠
簾
の
内
に
入
る
と
御
簾
を
下

ろ
し
、
女
三
の
宮
の
方
が
勝
と
な
る
。
そ
れ
で
勝
負
は
終
わ
り
、
た
と
え

最
後
の
「
沓
渡
」
を
聞
き
当
て
た
と
し
て
も
、
人
形
の
進
退
は
な
い
。

以
上
、竹
幽
本
は
、蘭
之
園
本
と
同
じ
内
容
の
踏
襲
と
言
っ
て
よ
く
、そ

の
根
底
に
は
蹴
鞠
香
が
存
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
述
べ
方
は
、
蘭
之
園
本

が
「
但
、記
録
の
付
や
う
、諸
事
蹴
鞠
香
の
ご
と
し
」
と
い
う
よ
う
に
、秘

事
が
あ
る
に
せ
よ
、
す
べ
て
蹴
鞠
香
に
譲
る
の
に
対
し
、
竹
幽
本
は
、
秘

事
を
別
冊
『
秘
記
』
に
収
め
る
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
る
点
に
留
意
さ

れ
る
。
な
お
、
竹
幽
本
『
源
氏
千
種
香
』
は
、
同
時
に
書
写
お
よ
び
制
作

さ
れ
た
と
思
し
き
『
香
道
籬
之
菊
』
全
六
冊
と
と
も
に
伝
来
し
て
い
る
が
、

そ
こ
に
蹴
鞠
香
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

巻
名
歌
は
四
十
歳
に
な
っ
た
光
源
氏
を
祝
し
て
、
養
女
の
玉
鬘
が
幼
い

息
子
た
ち
を
連
れ
て
六
条
院
（
源
氏
の
邸
宅
）
で
賀
宴
を
催
し
た
折
、
源

氏
が
感
謝
し
て
詠
ん
だ
和
歌
（
④
五
七
頁
）
で
あ
る
。
歌
中
の
「
小
松
原
」

は
幼
い
孫
た
ち
、玉
鬘
が
源
氏
に
献
上
し
た
「
若
菜
」（
春
の
七
草
）
は
源

氏
自
身
を
指
す
。

盤
物
は
そ
の
翌
年
、六
条
院
で
開
か
れ
た
蹴
鞠
の
場
面
（
④
一
三
六
頁
）

を
再
現
し
て
い
る
。
盤
に
立
て
る
「
四
本
樹
」（
松
・
柳
・
桜
・
楓
）
は
、

蹴
鞠
の
庭
の
四
隅
に
一
本
ず
つ
植
え
る
も
の
で
あ
る
。
物
語
で
は
、
光
源

氏
と
結
婚
し
た
女
三
の
宮
の
部
屋
に
面
し
た
庭
で
、
蹴
鞠
が
行
な
わ
れ
た
。

女
三
の
宮
に
は
以
前
、
柏
木
と
い
う
貴
公
子
が
求
婚
し
た
が
、
彼
は
ま

だ
若
輩
で
あ
っ
た
た
め
断
ら
れ
た
。
し
か
し
思
い
を
断
ち
切
れ
な
い
ま
ま

二
年
が
過
ぎ
、
蹴
鞠
に
参
加
し
た
柏
木
は
偶
然
、
女
三
の
宮
を
垣
間
見
て

し
ま
う
。
そ
の
発
端
は
猫
で
あ
る
。
女
三
の
宮
が
か
わ
い
が
っ
て
い
た
小

さ
な
「
唐
猫
」（
舶
来
種
の
猫
）
が
大
き
な
猫
に
追
い
か
け
ら
れ
、「
翠す
い
れ
ん簾

」

（
立
派
に
飾
ら
れ
た
簾
）
の
端
か
ら
走
り
出
た
が
、首
に
付
け
ら
れ
た
綱
が

簾
に
引
っ
か
か
り
、
簾
が
開
き
、
室
内
に
い
た
女
三
の
宮
の
姿
を
柏
木
は

見
て
し
ま
う
。
こ
の
事
件
は
や
が
て
六
条
院
の
秩
序
を
乱
す
き
っ
か
け
と

な
り
、
光
源
氏
の
人
生
に
影
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。

35　

若
菜
下
香
（
二
十
五
丁
裏
〜
二
十
八
丁
裏
。
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36　

柏
木
香

【
翻
刻
】

 
　

△
柏
木
香

 
い
ま
は
と
く
も
え
ん
け
ふ
り
も
む
す
ぼ
ゝ
れ

 

　

た
え
ぬ
お
も
ひ
の
な
を
や
の
こ
ら
ん

一　

一
二
三
の
香
、
各
三
包
充
、
煙
く
ら
べ
の
香
一
包
客
香

な
り

、
都
合
十
包
出

香
と
し
、
一
炷
充
焚
出
す
べ
し
。

一　

地
香
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
客
香
は
試
な
し
。

一　

出
香
十
包
打
交
、
其
内
一
包
取
て
、
点
定
と
名
付
て
」
二
九
オ
初
に
焚

出
し
、
札
を
受
て
香
元
に
預
り
置
き
、
二
炷
目
よ
り
常
の
通
焚
出
し
、

一
炷
毎
に
札
を
受
て
九
包
皆
焚
終
て
、二
炷
目
よ
り
記
録
に
写
し
、香

の
包
紙
を
開
き
、
点
星
を
定
て
後
に
、
初
の
一
包
を
開
く
べ
し
。
十

炷
目
の
香
は
焚
出
す
に
及
ず
。
札
の
残
り
に
て
知
る
べ
し
。
点
定
の

一
炷
を
聞
違
た
る
人
は
、十
炷
目
の
札
銘
は
記
に
及
す
、明
置
べ
し
。」

二
九
ウ

一　

同
香
三
包
の
内
、
一
包
は
一
炷
中
り
に
点
か
く
る
。
二
包
は
其
同
香

二
炷
共
に
中
れ
は
点
か
け
る
。
一
炷
に
て
は
点
な
し
。

一　

札
打
様
左
の
ご
と
し
。

 

　
　

但
し
聞
違
た
る
は
札
銘
を
不
認
、
一
二
三
ウ
と
数
を
記
す
べ
し
。

 

一
の
香
三
包
内
」
三
〇
オ

 

　

初
に
出
る
一
に　
　

か
わ
ら
ぬ
色
の
札

 
⎛

中
に
出
る
一
に

 
⎝

末
に
出
る
一
に　
　

誰
か
世
の
札

 

二
の
香
三
包
内

 

　

中
に
出
る
二
に　
　

や
ど
の
桜
の
札

 
⎛

初
に
出
る
二
に

 
⎝

末
に
出
る
二
に　
　

蒔
し
種
の
札
」
三
〇
ウ

 

三
の
香
三
包
内

 

　

末
に
出
る
三
に　
　

霞
の
衣
の
札

 
⎛

初
に
出
る
三
に

 
⎝

中
に
出
る
三
に　
　

岩
根
の
松
の
札

 

　

煙
競
の
香
一
包　
　

葉
守
神
の
札

一　

記
録
点
は
、
客
独
聞
四
点
、
二
人
よ
り
三
点
、
聞
違
星
一
つ
附
る
べ

し
。
一
炷
聞
独
中
り
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
、
聞
違
」
三
一
オ
星
な
し
。

同
香
の
二
炷
聞
は
独
中
り
二
点
、
二
人
よ
り
一
点
充
、
一
炷
斗
聞
た

る
は
点
な
し
。
二
炷
と
も
に
聞
違
た
る
は
星
一
つ
充
附
る
也
。
点
定

の
一
炷
は
聞
た
る
を
朱
に
て
書
、
何
人
に
て
も
三
点
充
か
く
る
べ
し
。

点
定
を
不
聞
人
は
、
た
と
へ
残
九
炷
の
香
皆
中
た
り
と
も
点
な
し
に
、

札
銘
斗
り
を
認
置
べ
し
。

一　

札
一
人
前
拾
枚
、
十
人
分
百
枚
也
。」
三
一
ウ

 

　

札
表

 

十
炷
香
の
札
紋
に
同
し
。



 社会科学　第 45 巻  第 1・2号 60

 

　

札
裏

 

か
わ
ら
ぬ
色　

宿
の
桜　

霞
の
衣　
　

葉
守
の
神　

各
一
枚
充

 
誰
が
世　
　
　

蒔
し
種　

岩
根
の
松　

各
二
枚
充

一　

記
録
認
様
左
に
記
す
。」
三
二
オ

 

　
　

柏
木
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
三
二
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ　
　
　

　
　

二　
　
　
　
　
　

3　
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煙
く
ら
べ　
　
　

1　

本
香
と
し
て
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
を
三
包
ず
つ
と
、
客
香

「
煙
く
ら
べ
」
の
香
一
包
の
計
十
包
を
、一
炷
ず
つ
出
香
す
る
。
試
香
は
地

香
の
み
行
う
。

全
十
包
の
う
ち
、
任
意
の
一
包
を
「
点
定
」
と
名
付
け
て
、
最
初
に
焚

き
出
す
。
答
え
に
は
、
専
用
の
札
（
後
述
）
を
打
つ
が
、
こ
の
最
初
の
札

は
、
香
元
が
預
か
っ
て
お
く
。
二
炷
目
か
ら
は
、
通
常
通
り
、
一
炷
ご
と

に
札
を
打
ち
、
答
え
を
記
録
す
る
。
残
り
九
包
す
べ
て
を
焚
き
終
え
て
か

ら
、
二
炷
目
か
ら
十
炷
目
の
香
の
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
し
、
点
や

星
を
定
め
る
。
そ
の
後
に
、
香
元
に
預
け
た
一
炷
目
の
札
の
答
え
を
記
載

し
、
包
紙
を
開
い
て
正
答
を
披
露
す
る
。
な
お
、
十
炷
目
は
、
焚
き
出
す

ま
で
も
な
く
、答
え
は
残
り
の
札
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
一
炷「
点

定
」
を
聞
き
違
え
た
人
の
記
録
に
は
、
十
炷
目
の
札
銘
を
記
さ
ず
、
明
け

て
お
く
。
仮
に
十
炷
目
を
聞
き
当
て
て
い
て
も
、
得
点
に
は
な
ら
な
い
。

答
え
に
は
、
十
枚
十
人
分
、
計
百
枚
の
札
を
用
い
る
。
札
の
表
は
、
十

炷
香
札
の
紋
と
同
じ
だ
が
、
裏
は
、「
か
わ
ら
ぬ
色
」「
宿
の
桜
」「
霞
の

衣
」「
葉
守
の
神
」
を
一
枚
ず
つ
、「
誰
が
世
」「
蒔
し
種
」「
岩
根
の
松
」

を
二
枚
ず
つ
の
計
十
枚
で
あ
る
。
最
初
に
出
た
「
一
」
の
香
に
「
か
わ
ら

ぬ
色
」、
二
番
目
の
「
二
」
の
香
に
「
宿
の
桜
」、
最
後
の
「
三
」
の
香
に

「
霞
の
衣
」、「
煙
く
ら
べ
」
の
香
に
「
葉
守
の
神
」
の
札
を
打
ち
、
こ
れ
ら

以
外
の
「
一
」
の
香
に
「
誰
が
世
」、「
二
」
の
香
に
「
蒔
し
種
」、「
三
」

の
香
に
「
岩
根
の
松
」
を
打
つ
。

同
香
三
包
の
う
ち
、「
か
わ
ら
ぬ
色
」（
最
初
の
「
一
」
の
香
）、「
宿
の

桜
」（
最
初
の
「
二
」
の
香
）、「
霞
の
衣
」（
最
初
の
「
三
」
の
香
）
を
聞

き
当
て
た
時
に
は
、
一
炷
ご
と
に
加
点
す
る
が
、
そ
の
他
の
二
包
に
つ
い

て
は
、
二
炷
と
も
に
聞
き
当
て
れ
ば
加
点
す
る
が
、
一
炷
だ
け
で
は
点
に

な
ら
な
い
。

記
録
点
に
つ
い
て
、
客
香
「
煙
く
ら
べ
」（
札
は
「
葉
守
の
神
」）
の
独

り
聞
き
は
四
点
、
二
人
以
上
は
三
点
を
加
え
、
聞
き
違
え
に
は
星
一
つ
を

付
す
。
一
炷
聞
き
（
札
は
「
か
わ
ら
ぬ
色
」「
宿
の
桜
」「
霞
の
衣
」）
の
場

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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合
は
、
独
り
聞
き
三
点
、
二
人
以
上
は
二
点
を
与
え
る
。
聞
き
違
え
に
も

星
は
付
け
な
い
。
同
香
の
二
炷
聞
き
（
札
は
「
誰
が
世
」「
蒔
し
種
」「
岩

根
の
松
」）
は
、
独
り
聞
き
二
点
、
二
人
以
上
は
一
点
ず
つ
与
え
、
一
炷
の

み
聞
き
当
て
て
も
点
は
な
い
。
二
炷
と
も
に
聞
き
違
え
た
場
合
は
、
星
を

一
つ
付
す
。
同
香
三
炷
を
聞
き
当
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
出
香
の
順
を
も

把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
難
し
さ
が
あ
る
。
一
炷
目
の
「
点

定
」
は
、
聞
き
当
て
た
時
に
は
朱
で
記
し
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら

ず
三
点
ず
つ
与
え
る
。
聞
き
外
し
た
場
合
は
、
た
と
え
残
り
の
九
炷
す
べ

て
を
聞
き
当
て
た
と
し
て
も
、
点
は
な
く
、
札
銘
だ
け
を
記
す
に
と
ど
め

る
。「
点
定
」
を
設
定
す
る
所
以
で
あ
り
、
非
常
に
重
要
な
一
炷
で
あ
る
。

な
お
、
香
を
聞
き
違
え
た
場
合
、
記
録
に
は
、
札
銘
で
は
な
く
、「
一
」

「
二
」「
三
」「
ウ
」
と
記
す
。

蘭
之
園
本
で
は
、「
誰
が
世
」「
蒔
し
種
」「
岩
根
の
松
」（
試
香
あ
り
）

を
一
包
ず
つ
と
、「
煙
く
ら
べ
」（
試
香
な
し
）
を
六
包
の
計
九
包
を
用
い
、

試
香
の
あ
る
三
種
類
の
香
の
う
ち
の
一
包
と
試
香
の
な
い
「
煙
く
ら
べ
」

二
包
の
計
三
包
を
ま
と
め
て
三
組
作
り
、
三
炷
聞
き
に
す
る
と
い
う
方
法

を
と
る
。
答
え
は
、「
初
の
中　

岩
根
の
松
」
と
い
う
よ
う
に
、
三
炷
中
、

試
香
の
あ
る
香
が
何
番
目
に
出
た
か
を
名
乗
紙
に
記
し
、「
煙
く
ら
べ
」
は

聞
き
捨
て
に
す
る
。
一
般
に
、
試
香
の
な
い
香
を
客
香
と
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
蘭
之
園
本
の
「
煙
く
ら
べ
」
が
客
香
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
は
竹

幽
本
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
地
香
三
種
の
名
は
、
竹
幽
本
で
も
二
炷
聞

き
の
札
銘
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
竹
幽
本
が
蘭
之
園
本
か
ら
継
承
し
た
と

見
ら
れ
る
点
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
竹
幽
本
の
組
香
は
、
前
述

の
と
お
り
、
単
に
同
香
を
聞
き
当
て
る
の
み
な
ら
ず
、
出
香
順
を
も
問
う

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
答
え
方
も
、
名
乗
紙
で
は
な
く
、
蘭
之
園

本
に
見
ら
れ
な
い
「
か
わ
ら
ぬ
色
」「
宿
の
桜
」「
霞
の
衣
」
と
い
っ
た
銘

を
追
加
し
た
独
自
の
香
札
を
用
い
、
よ
り
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

竹
幽
本
に
加
え
ら
れ
た
名
目
「
か
わ
ら
ぬ
色
」「
宿
の
桜
」「
霞
の
衣
」

は
、
す
べ
て
物
語
中
の
和
歌
に
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
以
下
、
名
目
を
用

い
て
あ
ら
す
じ
を
記
す
。

蹴
鞠
の
場
（
若
菜
上
の
巻
）
で
女
三
の
宮
を
垣
間
見
た
柏
木
は
思
い
を

抑
え
き
れ
ず
、
つ
い
に
逢
っ
て
し
ま
い
、
女
三
の
宮
は
懐
妊
す
る
。
そ
の

こ
と
を
光
源
氏
に
知
ら
れ
、柏
木
は
良
心
の
呵
責
に
苛
ま
れ
衰
弱
す
る
。重

病
の
身
を
お
し
て
柏
木
が
女
三
の
宮
に
送
っ
た
和
歌
が
巻
名
歌
（
④

二
九
一
頁
）
で
あ
り
、
そ
の
返
歌
が
、

立
ち
そ
ひ
て
消
え
や
し
な
ま
し
憂
き
こ
と
を
思
ひ
乱
る
る
煙
く
ら
べ

に 

（
④
二
九
六
頁
）

で
あ
る
。
女
三
の
宮
は
男
子
（
薫
の
君
）
を
出
産
し
た
後
、
光
源
氏
の
冷

*

*

*
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淡
さ
に
絶
望
し
て
出
家
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
柏
木
は
重
態
に
陥
り
、
親

友
の
夕
霧
に
わ
が
妻
（
落
葉
の
宮
）
の
世
話
を
頼
ん
で
亡
く
な
る
。
薫
の

五
十
日
の
祝
い
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
が
、
事
情
を
知
っ
て
い
る
光
源

氏
は
複
雑
な
気
持
ち
で
、
女
三
の
宮
に
皮
肉
な
歌
を
詠
み
か
け
る
。

誰
が
世
に
か
種
は
蒔
き
し
と
人
問
は
ば
い
か
が
岩
根
の
松
は
答
へ
む

 

（
④
三
二
五
頁
）

夕
霧
は
柏
木
の
遺
言
を
守
っ
て
落
葉
の
宮
を
見
舞
い
、
次
の
和
歌
を
詠

む
。

時
し
あ
れ
ば
変
は
ら
ぬ
色
に
匂
ひ
け
り
片
枝
枯
れ
に
し
宿
の
桜
も

 
（
④
三
三
二
頁
）

「
片
枝
枯
れ
に
し
宿
の
桜
」
は
寡
婦
を
暗
示
し
、
桜
が
「
変
は
ら
ぬ
色
に

匂
」
う
よ
う
に
、
落
葉
の
宮
に
も
良
い
こ
と
が
あ
る
と
慰
め
た
。

そ
の
後
、
夕
霧
が
柏
木
の
実
父
を
見
舞
い
に
行
く
と
、
父
は
子
に
先
立

た
れ
た
悲
し
み
を
和
歌
に
託
し
た
。

木
の
下
の
雫
に
ぬ
れ
て
逆
さ
ま
に
霞
の
衣
着
た
る
春
か
な

 

（
④
三
三
五
頁
）

「
逆
さ
ま
」
は
親
に
先
立
つ
逆
縁
、「
霞
の
衣
」
は
喪
服
を
意
味
す
る
。

夏
に
な
り
、
夕
霧
が
落
葉
の
宮
を
訪
ね
て
和
歌
を
詠
む
と
、
次
の
歌
が

返
っ
て
き
た
。

柏
木
に
葉
守
の
神
は
ま
さ
ず
と
も
人
馴
ら
す
べ
き
宿
の
梢
か

 

（
④
三
三
八
頁
）

「
葉
守
の
神
」（
木
の
葉
を
守
る
神
）
は
柏
木
の
木
に
宿
る
と
さ
れ
、
そ
の

神
が
「
ま
さ
ず
」（
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
）
と
は
夫
、
柏
木
の
死
を
指
す
。

夫
が
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
「
人
馴
ら
す
」（
慣
れ
親
し
む
）
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
、
と
夕
霧
の
思
慕
の
念
を
た
し
な
め
た
。
こ
の
優
れ
た
詠
み
方
に
、

夕
霧
は
ま
す
ま
す
心
引
か
れ
て
い
く
。

37　

横
笛
香

【
翻
刻
】

 

　

△
横
笛
香

 

よ
こ
ぶ
え
の
し
ら
べ
は
こ
と
に
か
わ
ら
ぬ
を

 
　

む
な
し
く
な
り
し
ね
こ
そ
つ
き
せ
ね

一　

試
な
し
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。
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一　

夕
霧
方
五
人
、
落
葉
方
五
人
と
分
つ
。

一　

琴キ
ン

の
香
、
瑟シ

ツ

の
香
、
笙シ

ヤ
ウの

香
、
各
四
包
充
、
客
香
五
包
」
三
三
オ
三
包
同
香

二
包
同
香

也
。
都
合
十
七
包
の
内
、
十
四
包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開

く
べ
し
。

一　

出
香
五
炷
充
、
双
方
に
分
て
焚
出
す
。
香
爐
は
二
つ
充
、
双
方
に
分

て
、
一
同
に
廻
す
べ
し
夕
霧
方
、
札
筒
、
落
葉

方
、
折
居
を
廻
す
な
り

。

 

　
　

  

夕
霧
方
に
て
聞
た
る
五
炷
は
、
落
葉
方
に
て
は
不
聞
。
又
落
葉

方
に
て
聞
た
る
五
炷
は
、
夕
霧
方
に
て
不
聞
。
双
方
の
聞
香
五

炷
充
別
也
。」
三
三
ウ

一　

地
香
各
二
包
充
六
包
打
交
、
其
内
一
包
除
け
、
五
包
を
一
結
に
し
て
、

夕
霧
方
、
初
の
出
香
と
す
。
又
残
六
包
の
内
、
一
包
取
除
け
、
五
包

を
一
結
に
し
て
、落
葉
方
、初
の
出
香
と
す
。
客
香
五
包
打
交
て
、内

一
包
除
け
、
残
四
包
を
二
包
充
分
け
て
、
双
方
後
の
出
香
と
す
此
二
包
は

二
炷
聞
也

。

地
香
十
包
焚
終
て
、
後
の
出
香
二
包
充
を
、
二
炷
聞
に
双
方
に
焚
出

す
仕
方
前　

の
こ
と
し

。」
三
四
オ

一　

初
五
炷
は
無
試
十
炷
香
の
如
く
聞
也
。
琴
香
に
一
の

札

、
瑟
香
に
二
の

札

、
笙

香
に
三
の

札

、
横
笛
に
ウ
の札

、
琵
琶
に
ウ
札

二
枚

う
つ
べ
し
。

一　

後
の
出
香
、
双
方
二
包
充
、
二
炷
聞
終
て
、
札
一
枚
う
つ
也
。
二
炷

同
香
と
聞
は
横
笛
の
札
、
二
炷
別
香
と
聞
は
琵
琶
の
札
打
也
。
初
五

炷
の
札
は
一
二
三
の
順
に
か
ゝ
わ
ら
す
、極
な
く
二
枚
充
打
べ
し
。夫

故
に
銘
々
に
て
札
と
香
と
同
名
異
名
に
て
も
く
る
し
か
ら
ず
。
同
札

二
枚
の
内
、
一
枚
残
た
る
を
、
一
包
充
除
た
る
香
と
す
る
」
三
四
ウ
べ

し
。
外
二
種
は
上
下
二
炷
結
た
る
を
中
り
と
す
る
也
。

一　

記
録
点
は
、
地
香
独
聞
二
点
、
二
人
よ
り
一
点
充
、
二
炷
聞
の
独
聞

は
五
点
、
二
人
四
点
、
三
人
よ
り
三
点
充
也
二
炷
聞
は
一
炷
斗　

中
り
た
る
は
点
な
し

。
皆
中
は
褒

美
と
し
て
聞
の
下
に
朱
に
て
左
の
ご
と
く
認
る
べ
し
。

 

　

地
香
横
笛
共
に
聞
た
る
は　
　

盤
渉
調

 

　

地
香
琵
琶
共
に
聞
た
る
は　
　

想
夫
恋

 

記
録
認
様
次
に
顕
す
。」
三
五
オ

 

　
　

横
笛
香
之
記　
琴笙　

除
（
朱
）

ウ

 

　
　
〔
表
〕」
三
五
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

琴　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 　

夕
霧
方  　

 　

 　

落
葉
方

　
　

瑟　
　
　
　

 

4　

 

＝（
2
×
3 

― 

1
）＋（
2
×
3 

― 

1
）
初
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

笙　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

客　

3　
　
　

  　
　

夕
霧
方　

落
葉
方

　
　
　
　
　
　

3 

― 

1
＝
2
×
1
＋
2
×
1　
　

後
段

　
　

ウ　

2　
　
　
　

本
香
と
し
て
、
地
香
を
「
琴
」「
瑟
」「
笙
」
の
香
、
各
四
包
と
、
客
香

を
別
香
で
二
包
と
三
包
用
意
し
、
合
計
十
七
包
の
中
か
ら
十
四
包
を
出
香

す
る
。
試
香
は
な
い
。
ま
た
、
連
中
を
五
人
ず
つ
、
夕
霧
方
と
落
葉
方
と

⎫｜｜⎬｜｜⎭⎫｜⎬｜⎭
*

*
**

*
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に
分
け
て
お
く
。

本
組
香
は
、
初
段
と
後
段
に
分
か
れ
る
。
初
段
は
、
地
香
三
種
類
を
各

二
包
ず
つ
、
計
六
包
と
し
、
そ
の
中
か
ら
一
包
を
除
い
て
、
五
包
一
結
び

を
作
る
。
残
り
の
地
香
も
、
同
様
の
手
順
で
五
包
一
結
び
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
夕
霧
方
と
落
葉
方
の
初
段
と
し
て
出
香
す
る
。
つ
ま
り
、
夕
霧
方
と
落

葉
方
と
で
は
、
同
じ
香
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
別
に
仕
立
て
た
香
を
聞
く
。

そ
の
た
め
、
香
炉
を
二
つ
同
時
に
廻
す
。
こ
の
場
合
、
伝
書
に
は
明
記
さ

れ
な
い
が
、二
つ
の
香
炉
を
初
客
と
末
客
か
ら
逆
方
向
に
廻
す
場
合
と
、初

客
と
中
途
の
客
か
ら
同
方
向
に
廻
す
場
合
が
あ
る
。
後
段
も
同
様
に
、
客

香
五
包
の
う
ち
一
包
を
除
き
、
残
り
四
包
を
二
包
ず
つ
二
つ
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
を
夕
霧
方
と
落
葉
方
と
で
聞
く
。
前
段
は
一
炷
聞
き
、
後
段
は
二

炷
聞
き
に
す
る
。

答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
夕
霧
方
は
札
筒
、
落
葉
方

は
折
居
を
廻
し
て
札
を
打
つ
。
初
段
の
五
炷
は
、
無
試
十
炷
香
の
よ
う
に
、

一
炷
目
か
ら
順
に
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
札
を
打
っ
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ

二
枚
ず
つ
用
意
し
て
お
き
、
最
後
に
残
っ
た
一
枚
が
除
い
た
香
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
二
種
類
の
地
香
二
炷
を
ペ
ア
で
聞
き
当
て
る
と
得
点
に
な
る
。

な
お
、
竹
幽
本
に
は
、「
琴
に
一
」
な
ど
、
香
ご
と
に
札
の
指
定
が
あ
る
が
、

試
香
が
な
い
た
め
、
札
の
打
ち
方
と
し
て
は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
、
後
段

は
二
炷
聞
き
な
の
で
、
二
炷
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
札
を
打
つ
。
二
炷
同

香
の
場
合
は
「
横
笛
」
で
「
ウ
」
の
札
一
枚
、
二
炷
別
香
の
場
合
は
「
琵

琶
」
で
「
ウ
」
の
札
二
枚
を
打
つ
。
一
炷
だ
け
聞
き
当
て
て
も
得
点
は
な

い
。記

録
点
は
、
初
段
で
は
独
り
聞
き
二
点
、
二
人
か
ら
は
一
点
、
後
段
で

は
、独
り
聞
き
五
点
、二
人
か
ら
は
四
点
、三
人
か
ら
は
三
点
で
あ
る
。
夕

霧
方
と
落
葉
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
で
得
点
を
合
計
す
る
。
全
部
聞
き
当
て

た
場
合
は
、
香
之
記
に
褒
美
と
し
て
、「
盤
渉
調
」（
後
段
が
同
香
の
「
横

笛
」
の
場
合
）、「
想
夫
恋
」（
後
段
が
別
香
の
「
琵
琶
」
の
場
合
）
と
記
す
。

蘭
之
園
本
で
は
、「
楽
」
香
四
包
（
試
香
な
し
）
を
、「
笛
」「
琴
」
の
香

（
試
香
あ
り
）
各
二
包
と
、
一
包
ず
つ
結
び
合
わ
せ
て
四
組
に
し
、
二
炷
聞

き
を
四
回
行
う
と
い
う
組
香
に
な
っ
て
お
り
、
竹
幽
本
に
比
し
て
、
簡
便

な
構
造
で
あ
る
。
聞
き
の
名
目
「
夕
霧
」「
か
ほ
る
」「
落
葉
」「
母
君
」
の

う
ち
、「
夕
霧
」
と
「
落
葉
」
は
、
竹
幽
本
で
は
二
つ
に
分
け
た
連
中
の
呼

称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
他
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
蘭
之
園

本
に
は
な
く
、
竹
幽
本
に
見
え
る
「
琴
」「
瑟
」「
笙
」「
横
笛
」「
琵
琶
」

「
盤
渉
調
」「
想
夫
恋
」
が
、
す
べ
て
雅
楽
に
関
連
す
る
語
で
あ
る
点
に
は

留
意
さ
れ
よ
う
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
香
の
名
目
は
、
前
掲
の
と
お
り
、
蘭
之
園
が
、「
楽
」（
音
楽
）、

「
笛
」（
管
楽
器
の
総
称
）、「
琴
」（
絃
楽
器
の
総
称
）
で
あ
る
の
に
対
し
、

竹
幽
本
は
、「
琴
」「
瑟
」「
琵
琶
」（
以
上
、
絃
楽
器
）
と
「
笙
」「
横
笛
」

（
以
上
管
楽
器
）
で
あ
り
、
す
べ
て
楽
器
の
名
称
で
あ
る
。
ま
た
、
竹
幽
本

*

*

*
*

*

*

*

*

*
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の
褒
美
の
言
葉
の
う
ち
、「
盤
渉
調
」
は
雅
楽
で
用
い
ら
れ
る
調
子
の
一
つ
、

「
想
夫
恋
」
は
雅
楽
の
曲
名
で
、
夫
を
想
う
恋
の
曲
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』
に
も
登
場
す
る
楽
器
の
名
称
は
、「
笛
」「
琴
」
と
「
横

笛
」「
琵
琶
」
だ
け
で
、「
瑟
」
と
「
笙
」
は
、ど
の
巻
に
も
見
ら
れ
ず
、ま

た
『
源
氏
小
鏡
』
に
も
見
出
せ
な
い
。『
源
氏
物
語
』
に
は
他
の
楽
器
も
描

か
れ
て
い
る
が
、
竹
幽
本
は
物
語
の
内
容
と
は
関
係
な
く
、
雅
楽
器
の
名

称
を
名
目
に
当
て
は
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
巻
で
親
友
の
柏
木
を
亡
く
し
た
夕
霧
（
光
源
氏
の
子
息
）
が
、
柏
木

の
正
妻
で
あ
る
落
葉
の
宮
と
そ
の
母
の
わ
び
住
ま
い
を
訪
れ
る
と
、
邸
内

に
お
琴
（
④
三
五
二
頁
）
の
音
色
が
聞
こ
え
て
い
た
。
夕
霧
は
琵
琶
（
④

三
五
五
頁
）
を
取
り
寄
せ
、
想
夫
恋
（
④
三
五
五
頁
）
を
演
奏
し
た
。
柏

木
の
遺
愛
の
品
で
あ
る
笛
（
④
三
五
六
頁
）
が
夕
霧
に
贈
ら
れ
、
試
み
に

吹
き
鳴
ら
し
、
盤
渉
調
の
半
ば
あ
た
り
で
吹
き
や
め
て
詠
ん
だ
御
礼
の
和

歌
が
、
巻
名
歌
「
横
笛
の
調
べ
は
こ
と
に
〜
」（
④
三
五
七
頁
）
で
あ
る
。

38　

鈴
虫
香

【
翻
刻
】

 

　

△
鈴
虫
香

 

こ
ゝ
ろ
も
て
草
の
や
と
り
を
い
と
へ
ど
も

 

　

な
を
鈴
虫
の
こ
ゑ
ぞ
ふ
り
せ
ぬ

一　

試
な
し
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
べ
し
。

一　

一
の
香
、
二
の
香
、
各
四
包
、
客
の
香
二
包
一
包
充

別
香
也

、
都
合
十
包
の
内
、

七
包
出
香
と
す
。」
三
六
オ

一　

一
の
香
二
包
、
二
の
香
二
包
、
客
香
一
包
、
以
上
五
包
打
交
て
、
大

包
を
し
て
、
上
の
句
と
名
付
る
。
又
、
残
五
包
を
打
交
て
、
其
内
よ

り
三
包
取
除
け
、
二
包
を
小
包
に
し
て
、
下
の
句
と
名
付
置
く
べ
し

一
二
の
札
不
足
す
る
故
に
、
一
に
花
三
の
札
、

二
に
月
三
の
札
を
借
り
て
打
べ
し　
　
　

。

一　

焚
出
す
式
は
、
上
の
句
五
包
を
一
炷
充
焚
出
し
、
札
を
受
て
記
録
し
、

其
後
に
下
の
句
二
包
を
一
炷
充
焚
出
し
、
札
を
受
て
記
録
し
て
、
扨

て
下
の
句
の
香
、
包
紙
を
開
て
後
に
」
三
六
ウ
上
の
句
の
香
、
包
紙
を

開
く
べ
し
。

一　

無
試
十
炷
香
の
通
り
聞
く
べ
し
。
下
の
句
二
包
の
内
に
、
客
香
の
有

無
を
聞
分
る
を
専
一
と
す
る
也
。
上
の
句
五
包
の
内
に
客
香
一
包
或

る
故
に
、
五
炷
の
内
一
枚
、
札
を
客
と
定
む
る
べ
し
。

一　

記
録
認
様

 

「（
朱
）
香
本
に
は
、
此
巻
の
哥
を
記
し
て
、
上
の
句
五
文
字
と
假
名
に
て

書
べ
し

下
の
二
文
字
正
字
に
て

書
べ
し

の
傍
に
朱
に
て
出
香
の
順
銘
を
書
べ
し
。」
三
七
オ

 

「（
朱
）
札
銘
の
下
に
、
上
の
五
文
字
を
假
名
に
て
記
し
置
き
、
其
下

に
聞
香
の
札
銘
を
書
べ
し
。

 
「（
朱
）
上
の
句
札
銘
の
下
に
、
下
の
句
の
鈴
虫
の
二
字
を
正
字
に
て

認
め
置
。
其
下
に
聞
香
の
札
銘
を
書
べ
し
。
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五
炷
皆
聞
中
る
は
五
文
字
に
二
点
、
札
銘
に
は
一
点
充
か
く
る
べ
し
。

 

「（
朱
）
客
二
炷
と
も
に
聞
た
ら
は
、
鈴
虫
の
字
に
二
点
、
札
銘
に
は

一
点
充
か
く
る
也
。」
三
七
ウ

 
客
一
炷
聞
は
鈴
虫
の
字
に
一
点
か
け
る
べ
し
。

 

地
香
斗
聞
は
札
銘
斗
に
一
点
か
く
る
べ
し
。

 

聞
中
た
る
褒
美
に
朱
に
て
左
の
こ
と
く
認
る
べ
し
。

 

　

皆
中　

名
月
と
書　
　

客
二
炷
聞　

月
影
と
書

 

　

  

客
一
炷
聞　

大
か
た
の
秋
と
書　
　

地
香
斗
聞　

ふ
り
す
て
が
た

き

 

　

皆
外　

雨
夜

一　

記
録
書
様
左
に
記
す
。」
三
八
オ

 

　

鈴
虫
香
之
記　
一
二
二
除
（
朱
）

　

こ二

二

ウ

一

一
（

朱

）

ゝ
ろ
も
て
草
の
や
と
り
を
い
と
へ
ど
も

 

　
　

な
を
鈴ウ

一
（

朱

）

虫
の
こ
ゑ
ぞ
ふ
り
せ
ぬ

 

　
　
〔
表
〕」
三
八
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

上
の
句　

下
の
句　
　

札　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　

5　
　
　

5

　
　

一　
　
　
　
　
　

＝　
　
　

＝　
　
　

一
、
花
三

　
　
　
　
　
　

4
＝
2
×
2
＋
2
×
2　
　

　
　

二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
月
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋　
　
　

＋

　
　

客　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

1
＝　

1　

＋　

1

　
　

ウ　
　
　
　
　
　

本
香
と
し
て
、
地
香
を
「
一
」「
二
」
の
香
、
各
四
包
と
、
客
香
を
別
香

で
二
包
用
意
し
、
計
十
包
の
中
か
ら
七
包
を
出
香
す
る
。
試
香
は
な
い
。

ま
ず
、「
一
」「
二
」
の
香
を
各
二
包
と
、
客
香
一
包
の
計
五
包
を
交
ぜ
、

大
包
み
に
し
て
、「
上
の
句
」
と
名
付
け
る
。
次
に
、
残
り
五
包
を
交
ぜ
て
、

そ
の
う
ち
三
包
を
除
き
、
二
包
を
小
包
み
に
し
て
、「
下
の
句
」
と
名
付
け

る
。
そ
し
て
、「
上
の
句
」「
下
の
句
」
の
順
に
香
を
焚
き
出
す
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。「
上
の
句
」「
下
の
句
」
と
も
に
一

炷
聞
き
と
し
、
無
試
十
炷
香
の
通
り
、
一
炷
聞
く
た
び
に
「
一
」
か
ら
順

に
札
を
打
つ
。「
一
」「
二
」
の
香
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
大
四
炷
出
香
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
香
札
が
各
一
枚
不
足
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
「
花
三
」「
月
三
」
の
札
を
代
用
す
る
。

香
を
聞
き
終
わ
っ
た
後
、
包
紙
を
開
い
て
答
え
を
披
露
す
る
順
序
は
、

⎫｜⎬｜⎭⎫｜⎬｜⎭
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「
下
の
句
」
を
先
と
す
る
。
こ
れ
は
、「
下
の
句
」
二
包
の
う
ち
に
、
客
香

が
あ
る
か
ど
う
か
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
下

の
句
」
の
客
香
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
焚
か
れ
て
い
な
い
香
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、「
上
の
句
」
五
包
に
は
、
必
ず
客
香
一
包
が
入
っ
て
い
る
。

地
香
は
各
二
包
な
の
で
、
一
炷
の
み
出
た
香
が
客
香
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

客
香
は
、「
上
の
句
」「
下
の
句
」
で
別
香
で
あ
る
が
、「
上
の
句
」
の
客
香

が
聞
き
分
け
ら
れ
れ
ば
、
地
香
も
判
別
で
き
る
。
こ
の
地
香
は
、「
下
の

句
」
で
も
、
少
な
く
と
も
一
炷
は
焚
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
下
の
句
」
に

客
香
が
出
た
か
ど
う
か
を
聞
き
分
け
る
た
め
の
参
考
に
な
る
。

香
之
記
に
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
巻
名
歌
「
こ
ゝ
ろ
も
て
草
の
や
と
り

を
い
と
へ
ど
も　

な
を
鈴
虫
の
こ
ゑ
ぞ
ふ
り
せ
ぬ
」
を
記
す
。
上
の
五
文

字
「
こ
ゝ
ろ
も
て
」
は
仮
名
で
、下
の
二
文
字
「
鈴
虫
」
は
正
字
（
漢
字
）

で
書
く
。
そ
し
て
、
出
香
の
順
に
、「
上
の
句
」
五
炷
と
「
下
の
句
」
二
炷

の
香
銘
を
、
そ
れ
ぞ
れ
上
の
五
文
字
と
下
の
二
文
字
の
右
に
朱
で
傍
書
す

る
。香

之
記
の
最
上
段
に
は
、
通
常
ど
お
り
連
中
の
札
銘
を
記
す
が
、
こ
れ

以
下
は
、
順
に
「
こ
ゝ
ろ
も
て
」（
上
の
五
文
字
）、「
上
の
句
」
五
炷
の
札

銘
（
答
え
）、「
鈴
虫
」（
下
の
二
文
字
）、「
下
の
句
」
二
炷
の
札
銘
（
答

え
）
を
記
載
す
る
。

記
録
点
は
、「
上
の
句
」
の
五
炷
す
べ
て
聞
き
当
て
た
場
合
、「
こ
ゝ
ろ

も
て
」
に
二
点
、「
上
の
句
」
札
銘
に
各
一
点
の
計
七
点
を
加
え
る
。
ま
た
、

客
香
を
二
炷
と
も
聞
き
当
て
た
場
合
は
、「
鈴
虫
」
に
二
点
、「
下
の
句
」

札
銘
に
各
一
点
の
計
四
点
と
な
る
。
な
お
、
客
香
を
一
炷
の
み
聞
き
当
て

た
場
合
は
、
札
銘
の
一
点
と
「
鈴
虫
」
の
一
点
の
計
二
点
で
あ
る
。
地
香

だ
け
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
札
銘
の
一
点
の
み
で
、「
こ
ゝ
ろ
も
て
」「
鈴

虫
」
に
掛
け
る
得
点
は
な
い
。
客
香
を
聞
き
当
て
た
時
の
点
数
が
高
い
と

い
う
採
点
方
法
で
あ
る
。

褒
美
の
言
葉
は
、
聞
き
当
て
た
香
の
種
類
と
数
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う

に
定
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
聞
き
当
て
た
「
名
月
」、
客
香
二
炷

を
聞
き
当
て
た
「
月
影
」
の
他
、
客
香
一
炷
の
み
の
「
大
か
た
の
秋
」、
地

香
の
み
の
「
ふ
り
す
て
が
た
き
」、
そ
し
て
、
す
べ
て
を
聞
き
外
し
た
「
雨

夜
」
で
あ
る
。

蘭
之
園
本
で
は
、地
香
「
名
月
」「
庭
草
」（
試
香
な
し
）
各
三
包
と
、客

香
「
虫
」（
試
香
あ
り
）
三
包
の
計
九
包
を
用
意
す
る
。
そ
し
て
、地
香
計

六
包
を
二
包
ず
つ
三
組
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
客
香
を
一
包
ず
つ
交
ぜ
て
、
三

包
を
一
結
び
に
し
て
焚
き
、
客
香
だ
け
を
聞
い
て
、
地
香
は
聞
き
捨
て
と

す
る
。
ま
た
、
聞
き
の
名
目
は
、
客
香
「
虫
」
の
出
た
順
序
に
よ
り
、
地

香
が
同
香
の
場
合
は
、「
大
か
た
の
秋
」（
三
炷
の
う
ち
一
炷
目
に
「
虫
」

が
出
た
「
初
の
虫
」
の
時
）、「
ふ
り
す
て
が
た
き
」（
同
様
に
二
炷
目
に

「
虫
」
が
出
た
「
中
の
虫
」
の
時
）、ま
た
別
香
の
場
合
は
「
心
も
て
」（
初

の
虫
）、「
草
の
や
ど
り
」（
中
の
虫
）、
そ
し
て
い
ず
れ
の
場
合
も
、
三
炷

の
う
ち
最
後
に
「
虫
」
が
出
た
「
末
の
虫
」
の
時
は
「
す
ゞ
む
し
」
で
あ

*

*

*

*
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る
。
竹
幽
本
と
比
べ
、
総
じ
て
簡
便
な
構
造
の
組
香
で
あ
る
。
竹
幽
本
が
、

蘭
之
園
本
の
香
銘
や
聞
き
の
名
目
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
巻
名
歌
を
構
成

に
採
り
込
ん
で
よ
り
複
雑
な
組
香
に
し
よ
う
と
し
た
方
向
性
が
看
取
さ
れ

る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

蘭
之
園
本
は
、
香
の
名
目
が
「
名
月
」「
庭
草
」「
虫
」
で
、
そ
の
う
ち

『
源
氏
物
語
』
に
も
見
ら
れ
る
の
は
「
虫
」
し
か
な
く
、「
名
月
」
と
「
庭

草
」
は
『
源
氏
小
鏡
』
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
聞
き
の
名
目
は
次

の
贈
答
歌
（
④
三
八
二
頁
）
か
ら
三
つ
ず
つ
選
ば
れ
て
い
る
。

お
ほ
か
た
の
秋
を
ば
う
し
と
知
り
に
し
を
ふ
り
棄
て
が
た
き　

鈴
虫

の
声 

（
女
三
の
宮
）

心
も
て 

草
の
や
ど
り
を
い
と
へ
ど
も
な
ほ
鈴
虫
の
声
ぞ
ふ
り
せ
ぬ

 
（
光
源
氏
）

蘭
之
園
本
が
『
源
氏
物
語
』
は
も
と
よ
り
、『
源
氏
小
鏡
』
に
も
な
い
「
名

月
」
と
「
庭
草
」
を
引
い
た
の
は
、
中
秋
の
名
月
の
夜
、
庭
の
草
に
鳴
く

鈴
虫
を
聞
い
て
、
右
の
贈
答
歌
が
詠
ま
れ
た
と
い
う
状
況
設
定
に
拠
る
の

で
あ
ろ
う
。

前
掲
の
光
源
氏
の
和
歌
は
巻
名
歌
で
、
竹
幽
本
は
巻
頭
と
記
録
に
挙
げ

て
い
る
。
竹
幽
本
の
褒
美
の
言
葉
は
五
つ
あ
り
、
そ
の
中
の
「
大
か
た
の

秋
」
と
「
ふ
り
す
て
か
た
き
」
は
女
三
の
宮
の
和
歌
に
拠
る
。
ほ
か
の
三

つ
の
う
ち
蘭
之
園
本
と
共
通
す
る
の
は
「
名
月
」
だ
け
で
、「
月
影
」
は
当

巻
に
あ
る
も
の
の
、「
雨
夜
」
は
な
い
。「
皆
外
」（
す
べ
て
外
れ
）
の
場
合

は
月
が
見
え
な
い
「
雨
夜
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

光
源
氏
は
正
妻
で
あ
っ
た
女
三
の
宮
が
出
家
し
た
の
ち
も
世
話
を
続
け
、

宮
の
住
ま
い
の
庭
に
鈴
虫
を
放
た
せ
た
。
光
源
氏
が
女
三
の
宮
を
訪
れ
た

と
き
に
詠
み
交
わ
し
た
の
が
、
前
出
の
和
歌
で
あ
る
。

39　

夕
霧
香

【
翻
刻
】

 

　

△
夕
霧
香

 

山
里
の
あ
は
れ
を
そ
ふ
る
夕
ぎ
り
に

 

　

た
ち
出
ん
空
も
な
き
心
ち
し
て

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

夕
霧
大
将
方
五
人
、
落
葉
宮
方
五
人
と
分
つ
夕
霧
方

上
座
也

。

一　

三
條
の
香
三
包
、
一
條
の
香
三
包
、
小
野
の
香
三
包
、
雲
井
鳫
の
香

一
包
客
香

な
り

、
都
合
十
包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
」
三
九
オ
開
く
べ

し
。

一　

地
香
三
種
と
も
に
外
に
拵
へ
置
。
出
香
十
炷
焚
終
て
後
に
試
に
焚
出

す
也
。

一　

双
方
勝
負
の
定
様
は
、
両
方
の
聞
数
の
多
少
に
か
ゝ
わ
ら
す
、
夕
霧
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と
落
葉
と
の
持
の
香
を
満
座
十
人
の
聞
数
の
多
少
を
以
て
勝
負
を
決

す
る
。
持
の
香
と
い
ふ
は
左
の
ご
と
し
。」
三
九
ウ

 
（
三
條
の
香　
　
　

初
に
出
る
小
野
香　
　

夕
霧
の
持
香
也

 

（
一
條
の
香　
　
　

終
に
出
る
小
野
香　
　

落
葉
の
持
香
也

 

（
中
に
出
る
小
野
香

雲
井
鳫
の
香　
　

双
方
の
持
香
也

一　

聞
様
は
、
出
香
拾
包
を
無
試
十
炷
香
の
通
り
聞
て
、
一
二
三
ウ
と
順

を
立
て
札
を
打
。
十
包
皆
終
て
後
に
、
試
の
三
炷
を
焚
出
す
と
是
を

聞
て
、
一
の
札
打
た
る
は
何
の
香
、
二
の
札
打
た
る
は
何
香
と
夫
々

に
試
に
合
て
、
名
乗
紙
に
書
出
す
。」
四
〇
オ

 

認
様
た
と
へ
は

　
　

三
條
香　
　

二
の
札

　
　

一
條
香　
　

ウ
の
札

　
　

小
野
香　
　

一
の
札

　
　

雲
井
鳫
香　

三
の
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
乗　
　

一　

記
録
は
、
札
と
名
乗
紙
と
を
合
て
、
札
は
二
の
札
に
て
も
名
乗
紙
に

三
条
香
と
聞
く
な
ら
ば
三
條
と
記
す
べ
し
。
記
録
に
」
四
〇
ウ
写
た
る

札
銘
を
、
名
乗
紙
の
通
り
に
不
残
認
替
て
後
に
、
十
炷
の
包
紙
を
一

同
に
開
て
点
を
定
む
る
也
。
点
は
客
独
聞
五
点
、
二
人
四
点
、
三
人

よ
り
三
点
充
、
地
香
独
聞
三
点
、
二
人
二
点
、
三
人
よ
り
一
点
充
か

く
る
べ
し
。
点
に
正
傍
正
は
朱
点

傍
は
黒
点

を
分
つ
也
傍
二
点
に
て
正
一
点
に
對
す
。
傍
三

点
迄
は
正
一
点
に
成
て
一
点
は
捨
る
也

。
初
め
出

香
に
打
た
る
札
に
て
上
中
或
は
中
下
結
ひ
て
も
試
に
合
ざ
る
は
捨
る

也
。
一
炷
に
て
上
下
結
ば
す
と
も
試
に
合
は
傍
の
点
た
る
べ
し
。」四
一

オ
或
は
上
中
下
の
内
に
て
一
炷
違
ひ
二
炷
試
に
合
て
何
方
に
て
成
と

も
結
た
る
は
正
の
点
也
。
三
炷
結
ば
ゝ
勿
論
な
り
正
傍
の
定
様
色
々
あ
り

此
組
は
か
く
の
ご
と
し

。

一　

勝
た
る
方
は
其
讀よ

み

哥
を
記
録
の
末
に
載
す
。
も
し
又
双
方
同
聞
数
の

時
は
、
雲
井
鳫
の
よ
み
哥
を
認
る
べ
し
。

 

　
夕
霧
大
将

 

　
　

山
里
の
あ
は
れ
を
そ
ふ
る
夕
き
り
に

 

　
　
　
　

た
ち
出
ん
空
も
な
き
心
地
し
て
」
四
一
ウ

 

　
落
葉
宮

 

　
　

山
が
つ
の
ま
か
き
を
こ
め
て
た
つ
霧
も

 

　
　
　
　

心
そ
ら
な
る
人
は
と
ゞ
め
す

 

　
雲
井
鳫

 

　
　

な
る
ゝ
身
を
う
ら
み
ん
よ
り
は
松
嶋
の

 

　
　
　
　

あ
ま
の
衣
に
た
ち
や
か
へ
ま
し

一　

記
録
書
様
左
に
記
す
。」
四
二
オ

 
　
　

夕
霧
香
之
記

 

　
　
　
　
　
　
　
　

夕
霧
方　

正
卅
三
点　

傍
二
点

 

　
　
　
　
　
　
　
　

落
葉
方　

正
卅
二
点　

傍
三
点
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〔
表
〕」
四
二
ウ

 

　
　
〔
表
〕」
四
三
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

段　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

後

　
　
　
　
　
　
　

…　
　
　
　
　

 

夕
霧
方
持　

落
葉
方
持　

　
　

三
條　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
條　
　

　
　
　
　
　
　
　

コ　
　

　
　

一
條　
　
　

3　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
條　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

小
野　
　
　
　
　
　
　

10　
　

初
と
中　
　

中
と
終　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

雲
井
雁　
　

1　
　

本
香
と
し
て
、地
香
「
三
條
」「
一
條
」「
小
野
」
の
香
、各
三
包
と
、客

香
「
雲
井
雁
」
一
包
を
用
意
し
、
計
十
包
を
出
香
す
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、

地
香
の
み
試
香
を
行
う
が
、
そ
れ
は
本
香
を
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
た
後
で

あ
る
。
こ
の
本
香
と
試
香
の
順
序
は
、
通
常
の
組
香
と
は
逆
で
あ
り
、
注

意
を
要
す
る
。

連
中
は
五
人
ず
つ
、
夕
霧
大
将
方
と
落
葉
宮
方
と
に
分
け
て
お
く
。
も

ち
ろ
ん
、
夕
霧
方
が
上
座
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
持
香
」
を
定

め
る
。
こ
こ
で
は
、
夕
霧
方
は
「
三
條
」
お
よ
び
「
小
野
」
の
初
香
、
落

葉
方
は
「
一
條
」
お
よ
び
「
小
野
」
の
終
香
、双
方
共
通
し
た
持
香
は
「
雲

井
雁
」
お
よ
び
「
小
野
」
の
中
香
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
持
香
を
、
夕
霧
方

と
落
葉
宮
方
の
ど
ち
ら
の
連
中
が
聞
き
当
て
た
か
に
関
わ
ら
ず
、
十
人
全

体
の
う
ち
何
人
が
聞
き
当
て
た
か
で
得
点
を
競
う
。
つ
ま
り
、
十
人
が
聞

き
当
て
た
点
数
を
、
夕
霧
方
（「
三
條
」・「
小
野
」
の
初
香
お
よ
び
中
香
・

「
雲
井
雁
」）
と
、
落
葉
宮
方
（「
一
條
」・「
小
野
」
の
中
香
お
よ
び
終
香
・

「
雲
井
雁
」）
と
で
集
計
し
、
得
点
を
競
う
。
従
っ
て
、
自
分
の
方
の
持
香

を
聞
き
当
て
れ
ば
も
ち
ろ
ん
得
点
に
な
る
が
、
相
手
方
の
持
香
を
聞
き
当

て
て
し
ま
う
と
、
相
手
方
の
得
点
に
な
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

答
え
に
は
、
ま
ず
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。
出
香
さ
れ
る
十
包
を
、
無

試
十
炷
香
の
通
り
に
、初
炷
か
ら
順
に
「
一
」「
二
」「
三
」「
ウ
」
と
札
を

打
つ
。
本
香
を
焚
き
終
わ
っ
た
後
、
試
香
三
炷
、
す
な
わ
ち
、
地
香
「
三

條
」「
一
條
」「
小
野
」
の
香
が
焚
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
香
を
聞
い
て
、
先

ほ
ど
の
本
香
で
「
一
」
か
ら
順
に
札
を
打
っ
た
香
は
ど
の
香
に
あ
た
る
の

か
、
名
乗
紙
に
記
す
。

記
録
に
は
、
ま
ず
一
炷
ご
と
に
打
っ
た
札
銘
を
記
し
て
お
く
。
そ
の
後
、

名
乗
紙
に
書
か
れ
た
香
銘
と
札
銘
と
の
対
応
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
札
が
ど

の
香
に
あ
た
る
の
か
、
す
べ
て
書
き
換
え
て
い
く
。
こ
れ
で
、
札
銘
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
相
対
的
な
記
録
か
ら
、
試
香
銘
に
よ
っ
て
絶
対
的
に
定

ま
っ
た
答
え
と
な
る
。
そ
の
後
、
包
紙
を
十
炷
す
べ
て
開
い
て
正
答
を
披

露
す
る
。

点
数
は
、
客
香
の
場
合
、
独
り
聞
き
五
点
、
二
人
で
は
四
点
、
三
人
か

ら
は
三
点
ず
つ
加
え
ら
れ
る
。
一
方
、
地
香
は
、
本
香
で
札
を
打
っ
た
際

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

*

*

**
*

*

*

*
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の
香
の
組
み
合
わ
せ
が
正
し
く
、
か
つ
、
試
香
と
一
致
す
る
こ
と
で
得
点

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
種
類
の
地
香
三
炷
の
う
ち
、
二
炷
以
上
の
組
み

合
わ
せ
を
聞
き
当
て
、か
つ
試
香
と
一
致
し
た
場
合
、独
り
聞
き
三
点
、二

人
で
は
二
点
、
三
人
か
ら
は
一
点
ず
つ
配
点
さ
れ
る
。
以
上
の
客
香
・
地

香
の
点
数
を
「
正
」
の
点
と
い
う
の
に
対
し
、
試
香
と
一
致
す
る
地
香
を

一
炷
聞
き
当
て
た
時
は
、「
傍
」
一
点
と
な
る
。「
傍
」
二
点
で
「
正
」
一

点
に
あ
た
り
、「
傍
」
三
点
は
、
そ
の
う
ち
一
点
を
捨
て
て
「
正
」
一
点
に

換
算
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
「
正
」「
傍
」
の
点
の
扱
い
は
、
組
香
に
よ
り

様
々
で
あ
り
一
定
し
な
い
と
い
う
。
記
録
に
は
、
夕
霧
方
が
勝
て
ば
夕
霧

の
、
落
葉
方
が
勝
て
ば
落
葉
宮
の
歌
を
記
す
。
引
き
分
け
の
場
合
は
、
雲

井
雁
の
歌
を
書
く
。

蘭
之
園
本
は
、地
香
「
一
」「
二
」「
三
」「
四
」
の
香
（
試
香
あ
り
）
各

二
包
と
、
客
香
（
試
香
な
し
）
二
包
、
計
十
包
の
一
炷
聞
き
で
あ
る
。
特

徴
的
な
の
は
聞
き
の
名
目
で
、
同
香
で
も
出
香
の
順
が
前
か
後
か
で
異
な

る
。
従
っ
て
、「
小
野
」「
山
ざ
と
」「
三
条
の
う
へ
」「
雲
井
の
雁
」「
一
条

の
宮
」「
落
葉
の
宮
」「
つ
る
ば
み
の
も
と
」「
少
将
の
君
」「
夕
ぎ
り
」「
く

る
す
」
の
十
の
名
目
が
必
要
と
な
る
。
竹
幽
本
の
組
香
は
、
蘭
之
園
本
と

は
構
造
が
全
く
異
な
り
、
か
な
り
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
蘭
之

園
本
に
見
ら
れ
る
「
つ
る
ば
み
の
も
と
」「
少
将
の
君
」「
く
る
す
」
と
い
っ

た
名
目
は
な
く
、
よ
り
整
理
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

本
組
香
で
は
、「
夕
霧
大
将
方
」
と
「
落
葉
宮
方
」
と
に
分
か
れ
、
四
つ

の
香
（「
三
条
」「
一
条
」「
小
野
」「
雲
井
雁
」）
を
聞
く
が
、
そ
の
う
ち

「
三
条
」
と
「
一
条
」
は
平
安
京
の
三
条
通
・
一
条
通
、「
小
野
」
は
都
の

東
北
に
あ
る
地
名
で
、
ほ
か
は
登
場
人
物
の
呼
称
で
あ
る
。
な
お
、「
夕

霧
」「
落
葉
」「
雲
井
雁
」
は
、
い
ず
れ
も
和
歌
に
詠
ま
れ
た
言
葉
で
あ
り
、

「
夕
霧
」
は
当
巻
の
巻
名
歌
に
基
づ
く
。

夕
霧
大
将
（
④
四
〇
三
頁
）
は
、幼
な
じ
み
で
正
妻
の
雲
井
雁
（
③
四
八

頁
）
と
、
三
条
（
④
四
六
五
頁
）
の
屋
敷
で
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
親
友
の
未
亡
人
で
あ
る
落
葉
宮
（
④
二
三
三
頁
）
に
心
引

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
落
葉
宮
は
母
の
療
養
の
た
め
、一
条（
④
三
九
五

頁
）
の
邸
宅
か
ら
小
野
（
④
三
九
六
頁
）
に
あ
る
山
荘
へ
移
り
住
む
。
夕

霧
が
小
野
に
訪
れ
た
と
き
、落
葉
宮
と
詠
み
交
わ
し
た
贈
答
歌（
④
四
〇
三

頁
）
が
、
記
録
に
記
す
和
歌
で
あ
る
。

残
り
一
首
の
歌
は
、落
葉
宮
の
母
が
小
野
で
亡
く
な
り
、一
条
邸
に
戻
っ

た
落
葉
宮
に
夕
霧
が
懸
想
し
た
こ
と
を
聞
い
た
雲
井
雁
が
、
嫉
妬
し
て
夫

の
夕
霧
に
詠
ん
だ
和
歌
（
④
四
七
五
頁
）
で
あ
る
。
い
っ
そ
の
こ
と
出
家

し
て
「
あ
ま
の
衣
」（
尼
衣
）
を
着
よ
う
か
と
詠
ん
で
い
る
。

*
*
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40　

御
法
香

【
翻
刻
】

 
　

△
御
法
香

 
た
え
ぬ
べ
き
御
法
な
か
ら
そ
た
の
ま
る
ゝ

 

　

よ
ゝ
に
と
む
す
ふ
中
の
ち
ぎ
り
を

一　

試
な
し
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

法
華
八
軸
の
香
八
包
三
種
の
香　

に
て
包
分
る

、
形
見
の
梅
の
香
一
包
ウ
香也

、
形
見
の
桜
の

香
一
包
客
香也

、
都
合
十
包
打
交
、
其
内
二
包
取
除
」
四
三
ウ
け
、
残
八
包

出
香
と
す
除
た
る
二
包
は

別
に
用
事
有

、
香
の
包
分
様
并
札
を
う
つ
に
習
ひ
有
。

一　

法ホ
ウ
ヱ會

の
傳
と
云
て
、
香
の
聞
様
、
香
爐
の
取
渡
し
、
灰
の
押
方
、

ハ
シ
メ目

の
付
授

（
マ
マ
）、

秘
傳
有
り
。
よ
つ
て
爰
に
も
ら
し
ぬ
。

一　

記
録
は
、
連
中
の
多
少
に
よ
つ
て
認
様
色
々
替
る
也
。

一　

玉
鬘
香
の
衣
配
の
傳
と
、御
法
香
の
法
會
の
傳
は
、至
て
秘
事
也
。
面

授
口
訣
な
ら
で
は
傳
が
た
し
。」
四
四
オ

《
秘
記
》

 

　

御
法
香

一　

法
會
傳
と
云
て
、
香
爐
足
の
向
や
う
、
灰
の
押
方
、
そ
の
外
色
々
少

充
の
習
有
り
。
口
授
に
非
ら
て
は
解
が
た
し
。

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

法
華
八
軸　
三
種
包
分　
　

8　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

形
見
の
梅　
　
　
　
　　
　

1　
　
　

10 

― 

2
＝
8　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

形
見
の
桜　
　
　
　
　　
　

1

本
香
と
し
て
、
地
香
「
法
華
八
軸
」
の
香
を
八
包
、
客
香
「
形
見
の
梅
」

「
形
見
の
桜
」
の
香
を
各
一
包
、計
十
包
を
用
意
す
る
。
そ
の
十
包
か
ら
二

包
を
除
き
、
残
り
の
八
包
を
出
香
す
る
。
答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
る
。

な
お
、
地
香
は
三
種
類
の
香
を
包
み
分
け
る
と
あ
る
。
た
い
へ
ん
珍
し

い
指
示
で
あ
る
。
ま
た
、除
い
た
二
包
は
別
に
用
い
る
と
記
さ
れ
る
が
、そ

の
方
法
は
明
記
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
地
香
の
包
み
分
け
の
方
法
や
、
札
を

打
つ
方
法
に
は
口
伝
が
あ
る
と
い
う
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
他
に
、「
法
会
の
伝
」
と
い
う
、
香
を
聞
く
作
法
や
香
炉
の
扱
い
方
、

灰
の
押
し
方
や

目
の
付
け
方
に
秘
伝
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
本

書
に
は
記
さ
な
い
で
お
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
灰
の

目
に
は
「
陰
」

と
「
陽
」
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
や
は
り
「
陰
」
を
指
示
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
記
録
の
方
法
も
、
連
中
の
人
数
に
よ
っ
て
様
々
に
異
な
る
と
い

う
。
こ
の
「
法
会
の
伝
」
と
玉
鬘
香
の
「
衣
配
り
の
伝
」
は
秘
事
で
あ
り
、

直
接
の
口
伝
で
な
け
れ
ば
伝
授
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
法
会
の
伝
」
に
つ
い
て
、『
秘
記
』
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
記
述

が
あ
る
。
香
炉
の
足
の
向
き
や
、
前
述
の
灰
の
押
し
方
な
ど
、
様
々
な
細

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

*
*

*
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か
い
秘
伝
が
あ
る
と
い
う
。
口
伝
で
な
け
れ
ば
理
解
し
難
い
こ
と
で
あ
る

と
い
う
点
が
、
記
述
の
最
後
に
述
べ
ら
れ
る
。
香
炉
の
足
の
向
き
は
、
あ

る
い
は
通
常
の
逆
向
き
を
指
示
す
る
も
の
か
。

蘭
之
園
本
は
、
竹
幽
本
と
同
様
、
本
香
と
し
て
、
客
香
「
形
見
の
梅
」

「
形
見
の
桜
」
各
一
包
を
用
意
す
る
が
、
地
香
八
包
の
名
称
は
「
法
華
八

講
」
で
あ
る
。
地
香
を
八
包
用
意
す
る
の
は
、「
法
華
八
講
」
の
「
八
」
に

ち
な
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
が
、「
法
華
八
軸
」
と
す
る
竹
幽
本
も
、
こ
の
点
は

継
承
し
て
い
る
。
な
お
、
蘭
之
園
本
で
は
、
地
香
は
五
種
類
ほ
ど
、
多
い

と
き
は
八
種
類
も
取
り
揃
え
る
。
竹
幽
本
が
三
種
類
で
あ
る
か
ら
、
蘭
之

園
本
の
方
が
種
類
が
多
い
。
蘭
之
園
本
は
、
本
香
十
包
を
一
炷
聞
き
と
し
、

「
形
見
の
梅
」「
形
見
の
桜
」
の
香
が
何
炷
目
に
出
た
か
を
名
乗
紙
に
記
す
。

地
香
は
聞
き
捨
て
で
あ
る
。
竹
幽
本
は
十
炷
香
札
を
用
い
る
た
め
、
蘭
之

園
本
と
は
答
え
方
が
異
な
る
。用
意
す
る
香
の
数
は
一
致
す
る
も
の
の
、竹

幽
本
は
、
蘭
之
園
本
に
な
い
組
香
の
趣
向
を
盛
り
込
む
と
い
う
方
向
性
を

示
し
て
い
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
「
御
法
」
と
は
仏
法
の
敬
称
で
あ
り
、
香
の
名
目
「
法
華
八

軸
」
と
は
『
法
華
経
』
八
巻
を
指
す
。
学
僧
が
一
日
に
二
巻
ず
つ
講
じ
て

四
日
間
で
終
え
る
法
会
が
、
蘭
之
園
本
の
香
の
名
目
「
法
華
八
講
」
で
あ

る
。
光
源
氏
最
愛
の
紫
の
上
は
四
年
前
に
発
病
し
て
以
来
、全
快
せ
ず
、死

期
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
悟
り
法
華
八
講
を
催
し
た
。『
源
氏
物
語
』に
は

紫
の
上
が
三
月
に
「
法
華
経
千
部
、急
ぎ
て
供
養
」（
④
四
九
五
頁
）
し
た

と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
法
会
が
終
わ
っ
た
直
後
、
名
残
惜
し
く
思
っ
た

紫
の
上
が
詠
ん
だ
和
歌
（
④
四
九
九
頁
）
が
巻
名
歌
で
あ
る
。

夏
に
な
り
暑
さ
で
ま
す
ま
す
衰
弱
し
た
紫
の
上
は
、
孫
の
匂
宮
を
呼
び

寄
せ
、庭
の
「
紅
梅
と
桜
」（
④
五
〇
三
頁
）
を
形
見
と
し
て
譲
る
と
話
し

た
。
そ
れ
が
香
の
名
目
「
形
見
の
梅
」「
形
見
の
桜
」
の
由
来
で
あ
る
。
そ

の
の
ち
秋
風
が
吹
く
中
、
紫
の
上
は
光
源
氏
に
看
取
ら
れ
な
が
ら
息
を
引

き
取
っ
た
。

附
記

　

本
稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
。

注
（
1
）
三
四
六
頁
。

（
2
）『
源
氏
小
鏡
』
の
本
文
は
、岩
坪
健
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
の
第
一
系
統
第
一
類
本
に
よ
る
。
蘭
之
園
本

が
そ
の
系
統
に
よ
る
こ
と
は
、
す
で
に
武
居
雅
子
氏
が
、「『
源
氏
千
種
香
』

の
依
拠
本
を
探
る
」（『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
9
、二
〇
一
三
年
三
月
）

で
論
考
さ
れ
て
い
る
。

*

*

*
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（
3
）
以
下
、本
文
は
、新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
①
〜
⑥
（
小

学
館
、
一
九
九
四
〜
一
九
九
八
年
）
に
よ
り
、
そ
の
巻
数
と
頁
数
を
（　

）

を
付
し
て
示
す
。
な
お
、
本
文
に
は
、
適
宜
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。

（
4
）
注
（
1
）
前
掲
書
一
〇
三
頁
。

（
5
）
注
（
1
）
前
掲
書
一
〇
五
頁
。

（
6
）
注
（
1
）
前
掲
書
一
〇
四
頁
。

（
7
）
注
（
1
）
前
掲
書
三
五
一
頁
。
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【
影
印
】
綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
十
三
丁
表
）

（
十
三
丁
裏
）

（
十
四
丁
表
）

32　

梅
枝
香

（
十
四
丁
裏
〜
十
八
丁
表
。『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
参
照
。）

（
十
八
丁
裏
）
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（
十
九
丁
表
）

（
十
九
丁
裏
）

（
二
十
丁
表
）

（
二
十
丁
裏
）
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（
二
十
一
丁
表
）

（
二
十
一
丁
裏
）

（
二
十
二
丁
表
）

（
二
十
二
丁
裏
）
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（
二
十
三
丁
表
）

（
二
十
三
丁
裏
）

（
二
十
四
丁
表
）

（
二
十
四
丁
裏
）
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（
二
十
五
丁
表
）

35　

若
菜
下
香

（
二
十
五
丁
裏
〜
二
十
八
丁
裏
。『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
参
照
。

（
二
十
九
丁
表
）

（
二
十
九
丁
裏
）



 社会科学　第 45 巻  第 1・2号 80

（
三
十
丁
表
）

（
三
十
丁
裏
）

（
三
十
一
丁
表
）

（
三
十
一
丁
裏
）
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（
三
十
二
丁
表
）

（
三
十
二
丁
裏
）

《
秘
記
》
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（
三
十
三
丁
表
）

（
三
十
三
丁
裏
）

（
三
十
四
丁
表
）

（
三
十
四
丁
裏
）
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（
三
十
五
丁
表
）

（
三
十
五
丁
裏
）

（
三
十
六
丁
表
）

（
三
十
六
丁
裏
）
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（
三
十
七
丁
表
）

（
三
十
七
丁
裏
）

（
三
十
八
丁
表
）

（
三
十
八
丁
裏
）



85 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（七）

（
三
十
九
丁
表
）

（
三
十
九
丁
裏
）

（
四
十
丁
表
）

（
四
十
丁
裏
）



 社会科学　第 45 巻  第 1・2号 86

（
四
十
一
丁
表
）

（
四
十
一
丁
裏
）

（
四
十
二
丁
表
）

（
四
十
二
丁
裏
）



87 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（七）

（
四
十
三
丁
表
）

（
四
十
三
丁
裏
）

（
四
十
四
丁
表
）

《
秘
記
》




